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＜各事例概要一覧と事例＞ 

 

（Ｐ.３～８） 

事例１ 

 科目 現代の国語 

 単元 「美」を紹介しよう～感性を磨く～ 

「現代の国語」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」(1)アについて，実社

会の中から美に関する話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討

する言語活動を通して指導した授業における評価事例を紹介する。（全４単位時間，第３次構成） 

 

（Ｐ.９～14） 

事例２ 

 科目 現代の国語 

 単元 理想の修学旅行を紹介しよう 

「現代の国語」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」(1)ウについて，集め

た情報を資料にまとめ，聴衆に対して発表する言語活動を通して指導した授業における評価事例

を紹介する。（全６単位時間，第３次構成） 

 

（Ｐ.15～21） 

事例３ 

 科目 現代の国語 

 単元 情報を適切に引用して，意見文を書こう 

「現代の国語」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ｂ書くこと」(1)アについて，現代社会で必要

とされる具体的な力について，体験や知識と関連付けながら題材を決め，情報を適切に引用して，

自分の意見を論述する言語活動を通して指導した授業における評価事例を紹介する。（全８単位時

間，第３次構成） 

本事例では，ワークシート①及びワークシート②を巻末に付している。 

 

（Ｐ.22～27） 

事例４ 

 科目 現代の国語 

 単元 「日直の仕事」をマニュアル化して転校生に伝えよう 

「現代の国語」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ｂ書くこと」(1)ウについて，読み手が必要と

する情報に応じて手順書や紹介文を書いたり，書式を踏まえて案内文や通知文を書いたりする言

語活動を通して指導した授業における評価事例を紹介する。（全６単位時間，第３次構成） 

 

（Ｐ.28～36） 

事例５ 

 科目 現代の国語 

 単元 目的に応じて，情報を関連付けて内容を解釈しよう 

「現代の国語」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ｃ読むこと」(1)イについて，図表を伴う文章

を読み比べ，評価した内容をワークシートにまとめたり，気付いたことをグループで述べ合った

りする言語活動を通して指導した授業における評価事例を紹介する。（全５単位時間，第３次構成） 

  本事例では，ワークシートを巻末に付している。 
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（Ｐ.37～43） 

事例６ 

 科目 言語文化 

 単元 日本文化のよさや味わいを吟味しよう 

「言語文化」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ａ書くこと」(1)アについて，日本文化のよさや 

味わいを吟味し，プレゼンテーションソフトでまとめる言語活動を通して指導した授業における 

評価事例を紹介する。（全５単位時間，第３次構成） 

本事例では，ワークシート①及びワークシート③を巻末に付している。 

 

（Ｐ.44～48） 

事例７ 

 科目 言語文化 

 単元 自分の思いを相手に効果的に伝えよう 

「言語文化」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ａ書くこと」(1)イについて，自分の体験や思い 

が効果的に伝わるよう，表現の仕方を工夫しながらクラスの魅力を伝える言語活動を通して指導

した授業における評価事例を紹介する。（全５単位時間，第３次構成） 

 

（Ｐ.49～54） 

事例８ 

 科目 言語文化 

 単元 叙述から，筆者のものの見方・感じ方・考え方を読みとろう 

「言語文化」〔思考力・判断力・表現力等〕の「Ｂ読むこと」(1)イについて，古文の文学的な文

章を読み，ものの見方，感じ方，考え方についてワークシートにまとめたり，グループで話し合

ったりする言語活動を通して指導した授業における評価事例を紹介する。（全７単位時間，第３次

構成） 
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１ 単元の目標 

(1) 主張と論拠など情報と情報との関係について理解できる。 

〔知識及び技能〕(2)ア 

(2) 目的や場に応じて，実社会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して， 

伝え合う内容を検討できる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ア 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我 

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を 

養う。 

「学びに向かう力，人間性等」 

 

 

２ 本単元における言語活動 

 実社会の中から美に関する話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，伝え合う内容を検 

討する。                           （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(2)エ） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

主張と論拠など情報と情報と

の関係について理解している。

（(2)ア） 

「話すこと・聞くこと」にお

いて，目的や場に応じて，実

社会の中から適切な話題を決

め，様々な観点から情報を収

集，整理して，伝え合う内容

を検討している。（Ａ(1)ア） 

 

実社会から適切なテーマを決

定し，粘り強く検討すること

を通して，自分のものの見

方，考え方を深め，聴衆の理

解が得られるよう自らの学習

を調整しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科  事例１（現代の国語）「Ａ話すこと・聞くこと」 

「目的や場に応じて，実社会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理し

て，伝え合う内容を検討すること。」 

 

 
単元名 

「美」を紹介しよう～感性を磨く～ 

 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ａ話すこと・聞くこと」 
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４ 指導と評価の計画（全４単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確認し，学習の見通しをもつ。 

○ 「美」に関する四種類の評論文について，筆者の主張及

び論拠をワークシートにまとめる。 

○ 同種の評論文を担当した者同士でグループ１を作り，筆

者の主張とその論拠についてワークシートにまとめた内容

を互いに発表する。その後，評論文の筆者の主張と論拠を

グループ１で話し合う。 

○ 自分の担当外の評論文を全て読む。 

○ 別評論を担当した生徒とグループ２を作り，グループ１

で話し合った内容を互いに発表する。 

○ 「日本人の感性・感受性に基づく美」について，評論文

の筆者の主張をグループ２内でまとめる。 

[知識・技能] 「 記 述の 点

検」 

２ 

○ 「日本人の感性・感受性に基づく美」について，自分の

主張を伝えるために，スライドにまとめ，発表するという

学習課題について知る。 

○ 「日本人が美しいと感じているもの・こと」，「日本人の

感性・感受性」についてグループ２内で列挙し，その妥当

性を話し合う。 

○ 主張（発表テーマ）を決定する。 

○ 主張（発表テーマ）を支える根拠の情報収集のやり方に

どのようなものがあるか話し合い，それらのやり方に関し

ての長所・短所を理解した上で情報を収集する。 

○ 収集した情報を整理・検討した上で，伝え合う内容につ

いて， 主張の根拠と理由付けが十分備わっているか吟味

する。 

[ 思 考 ・ 判

断・表現] 

「 記 述の 分

析」 

３ 

○ 発表に関するスライド，原稿を作成する。 [主体的に学

習に取り組む

態度] 

「 記 述の 分

析」 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確

認し，学習の見通しをも

つ。 

 

 

○ 「美」に関する四種類の

評論文について，筆者の主

張ならびに論拠をワークシ

ートにまとめる。 

 

①山崎正和『水の東西』（『混 

沌からの表現』） 

②高階秀爾『日本人の美意 

識』（『日本近代の美意 

識』） 

③谷崎潤一郎『陰翳礼賛』 

④長谷川櫂『和の思想』 

 

・海外の姉妹校と互いの国の

「美」について発表し合う活

動を通して，異文化理解を深

める活動であることを確認す

る。 

・各自に一種類ずつ割り振り，

筆者の主張とその論拠を読み

取るよう指示する。 
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○ 同種の評論文を担当した

者同士でグループ１を作

り，筆者の主張とその論拠

についてワークシートにま

とめた内容を互いに発表す

る。その後，評論文の筆者

の主張と論拠をグループ１

で話し合う。 

○ 自分の担当外の評論文を

全て読む。 

 

○ 別評論を担当した生徒と

グループ２を作り，グルー

プ１で話し合った内容を互

いに発表する。 

 

 

○ 「日本人の感性・感受性

に基づく美」について，評

論文の筆者の主張をグルー

プ２内でまとめる。 

・①，②，③，④各４人 

・自分のまとめとグループ内で

話し合った内容を，後に他グ

ループで責任を持って話せる

ように自覚を促す。 

 

 

 

・三種類の評論文について，読

み取った「美」に関する内容

は簡略的にメモを取らせる。 

・①，②，③，④４人で１グル

ープ。 

・グループ１で話し合った内容

を発表する際，聞き手には簡

単にメモを取らせ，発表後に

質問するよう促す。 

 

[知識・技能] 

「記述の点検」ワークシ

ート 

・主張と論拠など情報と

情報との関係について

理解しているかを点検

する。 

２ 

○ 「日本人の感性・感受性

に基づく美」について，自

分の主張を伝えるために，

スライドにまとめ，発表す

るという学習課題について

知る。 

 

 

○ 「日本人が美しいと感じ

ているもの・こと」，「日本

人の感性・感受性」につい

てグループ２内で列挙し，

その妥当性を話し合う。 

 

 

 

○ 主張（発表テーマ）を決

定する。 

○ 主張（発表テーマ）を支

える根拠の情報収集のやり

方にどのようなものがある

か話し合い，それらのやり

方に関しての長所・短所を

理解した上で情報を収集す

る。 

 

 

 

 

 

・前次まで学習した内容を振り

返るよう促す。 

・クラス内での発表後には，ス

ライドと原稿を英語に直し，

外国人に発表することも伝え

る。 

・発表時間が１分間である点に

も留意するよう促す。 

・前次で確認した「美」や「感

受性」以外の例がないか話し

合わせる。 

・列挙後，「美」と「感受性」に

相関関係があるか確認させ

る。 

・挙げられた例が日本人に特有

なものなのか確認させる。 

・グループ２内で話し合った内

容を参考に，個人ごとに主張

（発表テーマ）を検討し，決

定するよう促す。 

・日本の文化を知らない外国人

にも理解できる内容となって

いるかにも注意するよう促

す。 

・思考ツール（マトリクス）を

使用して調査法の長所，短所

を把握させる。 

・把握した方法を用いて次時ま

でに調査するよう促す。 

 

[思考・判断・表現] 

「記述の分析」思考ツー

ル（クラゲチャート） 

・目的や場に応じて，実

社会の中から適切な話

題を決め，様々な観点

から情報を収集，整理

して，伝え合う内容を

検討しているかを分析

する。 
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○ 収集した情報を整理・検

討した上で，伝え合う内容

について， 主張の根拠と

理由付けが十分備わってい

るか吟味する。 

・整理した情報について，各自

が思考ツール（クラゲチャー

ト）を利用しながら主張（発

表テーマ）に対しての情報の

適否及び十分かどうかなどを

検討するよう促す。 

・主張と理由に関係があるか，

主張が妥当な理由付けに支え

られているか，適切な具体例

であるか，相手が納得する内

容になっているかなどに注意

しながら検討するよう促す。 

・上記の点で判断に困ったり，

理解できなかったりする部分

があれば，周囲の生徒に相談

するよう促す。 

３ 

○ 発表に関するスライド，

原稿を作成する。 

 

・各自のパソコンやタブレット

端末などを使用してスライド

と原稿を作成させる。 

・表現については，スライドと

原稿を英語に直すことも想定

しておくよう注意する。 

〔主体的に学習に取り組

む態度〕「記述の分析」ア

ンケートデータ機能によ

るデータ 

・実社会から適切なテー

マを決定し，粘り強く

検討することを通し

て，自分のものの見

方，考え方を深め，聴

衆の理解が得られるよ

う自らの学習を調整し

ようとしているかを分

析する。 

 

《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）[知識・技能]の評価 

 [知識・技能]の「主張と論拠など情報と情報との関係について理解している」状況を，「筆者の主

張と論拠など情報と情報との関係について理解しながらワークシートに記入している」姿（「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第１次に評価した。 

 『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説国語編』（ｐ78）では，「主張」について，「要求や

依頼，批判や共感などを自分の意見として述べ，相手を説得したり納得させたりすることをねらいと

するもの」，「論拠」について，「主張がなぜ成り立つかを説明するための根拠と理由付けのことであ

り，根拠のみならず，主張が妥当な理由付けに支えられていることを示すもの」と示されている。こ

のことから，「主張」を「筆者の意見」，「論拠」を「根拠と理由付け」として示し，評論文①～④に

ついて，それぞれ「主張と論拠」を整理させた。 

例えば，評論①（『水の東西』）を担当した生徒Ｄは，【ワークシートの記述】において，筆者の主

張を「鹿おどしは日本人が水を鑑賞する極致のしかけだ」と捉え，論拠を「鹿おどしは水の流れを楽

しむ仕掛けとして古来より日本において楽しまれており，形がないという水の性質を見えない水とし

て，その本性のままに受け入れる日本人特有の美意識に合致しているからだ」と捉えた。読み取った

筆者の主張に対し，歴史的背景から根拠を導きだすとともに，水の持つ本性を日本人はよく理解しな

がら受け入れ，そこに美を認めたという理由付けは妥当であり，評価規準を満たしていると判断し，

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 
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（２）[思考・判断・表現]の評価 

[思考・判断・表現]の「『話すこと・聞くこと』において，目的や場に応じて，実社会の中から適

切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討している」状況を，

「海外の人々に対して， 実社会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，

伝え合う内容を検討し，思考ツール（クラゲチャート）に記入している」姿（「おおむね満足できる」

状況（Ｂ））と捉え，第２次に評価した。 

例えば，生徒Ｅは，【思考ツール（クラゲチャート）の記述】において，「日本人は『はかなさ』

に美を見いだしており，そこに潔さを感得しているのではないか。そして，それは日本人特有の感受

性なのではないか」と結論づけ，「日本人は『はかないもの・こと』を美とする」と主張（発表テー

マ）を決定し，主張に沿って情報を収集・整理した。「『竹取物語』において不死の薬を燃やす帝」，

「『平家物語』における源義仲の最期」，「『葉隠』の思想」といった古典の世界に見られるはかなさ，

「散る桜を愛でる花見」，「線香花火の芯が落ちた様を愛でる」といった現代における「はかなさ」な

ど，収集した情報について，その適否や主張と理由の関係性，妥当な理由付けなどの観点から整理し，

伝える内容を検討した。「日本人は『はかないもの・こと』を美とする」という主張を支える論拠を，

歴史的な観点や具体的な態様から検討する中で，「上代から現代まで，日本人の心性には無常観が底

流をなしている」と理由付けた。こうしたことから，評価規準を満たしていると判断し，「おおむね

満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 

【生徒Ｅの思考ツール（クラゲチャート）の記述】 

思考ツール（クラゲチャート） 

 

主張： 

日本人は『はかないも

の・こと』を美とする 

『平家物語』

における源義

仲の最期 

『葉隠』の思

想 

散る桜を愛

でる花見 

線香花火の

芯が落ちた

様を愛でる 

『竹取物語』

において不死

の薬を燃やす

帝 

理由付け：上代から現代まで，日本人の心性には無常観が底流をなしている 

根拠 

日本の若者

の生き方は

刹那的だ 

個人メモ： 

………日本人は『はかなさ』に美を見いだしており，そこに潔さを感得しているのではないか。

そして，それは日本人特有の感受性なのではないか。……… 
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また，生徒Ｆは，【思考ツール（クラゲチャート）の記述】において，「日本人は色鮮やかなもの

を美とする」と決定した主張に沿って情報を収集・整理した。「襲の色目」，「日本の四季の風景」な

ど様々な情報を収集したが，それらの具体例の中には「水墨画などでは淡い色彩が使用される」など

「日本人の色鮮やかなものを美とする」という主張に沿わない情報もあったにも関わらず，自分の主

張に沿うものだけを論拠としていた。このことから，収集した情報を十分に整理した上での論拠とは

言えないと判断し，「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した。Ｃと評価した生徒Ｆに対しては，類似

点や対比点などをもとに，収集した情報を再整理することで浮かび上がる「日本人の色彩感覚」を検

討し，場合によっては主張を変更することも重要であることを助言した。 

 

（３）[主体的に学習に取り組む態度]の評価 

 [主体的に学習に取り組む態度]の「実社会から適切なテーマを決定し，粘り強く検討することを通

して，自分のものの見方，考え方を深め，聴衆の理解が得られるよう自らの学習を調整しようとして

いる」状況を，「『美』に関するテーマを決定し，粘り強く検討することを通して，自分のものの見方，

考え方を深め，聴衆の理解が得られるよう自らの学習を調整し，発表資料を作成したかどうかについ

て振り返り，アンケート機能を用いて入力している」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，

第３次に評価した。 

主張と論拠などの情報と情報の関係の理解度，収集した情報の整理，検討で苦労したことや工夫

したこと，スライド作成にあたり注意したことの３点を評価した。 

 例えば， 生徒Ｇは【アンケート機能の記述】内で，収集した情報を整理，検討するに際して「テ

ーマに対する根拠の理由付けとして妥当かどうかを判断するとは，最初はどのようなことかよく分か

らなかったが，Ｈくんに助言を求めてその意味が理解できると，収集した情報の適否や理由として妥

当かどうかが判断できるようになるとともに，さらにその場で別な情報も端末を使用して調べ，妥当

な理由付けかどうか検討することで，自分の視野が広まった。」との記述から，粘り強く検討するこ

とで視野が拡大し，自己のものの見方が深まったことを読み取ることができる。また，作成した発表

スライドに関して「自分としては必要な情報を網羅した内容になったと思ったが，Ｉ君に確認をお願

いすると，内容は確かによく読めば理解できるけれど，一度に頭に入ってこないので，すべてを文章

で書くのではなく箇条書きにすると良い，というアドバイスを受けて，話の要点を箇条書きにし，要

点以外は発表する際に自分の言葉で補うようにした。」と聴衆の理解が得られるよう軌道修正したこ

とが記述されており，自らの学習を調整しながらよりよいスライドを作成しようとしていたことを読

み取ることができた。こうしたことから，評価規準を満たしていると判断し，「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）と評価した。 
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１ 単元の目標 

(1) 話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意

と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使うことができる。 

〔知識及び技能〕(1)イ 

(2) 話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするな

ど，相手の理解が得られるように表現を工夫することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ウ 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我 

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。    

「学びに向かう力，人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

 集めた情報を資料にまとめ，聴衆に対して発表する。 

                    （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(2)エ） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話し言葉と書き言葉の特徴や役

割，表現の特色を踏まえ，正確

さ，分かりやすさ，適切さ，敬

意と親しさなどに配慮した表現

や言葉遣いについて理解し，使

っている。((1)イ) 
 

「話すこと・聞くこと」におい

て，話し言葉の特徴を踏まえて話

したり，場の状況に応じて資料や

機器を効果的に用いたりするな

ど，相手の理解が得られるように

表現を工夫している。(Ａ(1)ウ) 

聴衆に対する発表を通して，話

し言葉の特徴を理解し，相手の

理解が得られるよう，表現を粘

り強く工夫する中で自らの学習

を調整しようとしている。 

 

 

４ 指導と評価の計画（全６単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

 

 

１ 

 

 

○ 単元の目標や進め方を確認し，学習の見通しをもつ。 

○ 話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色をワークシ

ートにまとめ，自分たちの発表に活かし，使えるようにす

る。 

○ 新聞記事を元にして，書き言葉を話し言葉に直す。 

［知識・技能］ 

 

 

 

 

「 記 述 の 点

検」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 

○ 聞き手によって，プレゼンテーションの際に気を付けるべ

き要素が異なる点を確認し，「相手に応じた分かりやすい

プレゼンテーション」について考え，ワークシートにまと

める。  

○ 「理想の修学旅行をプレゼンする」というテーマに基づい

て構成用ワークシートを作成し，発表資料（プレゼンテー

［思考・判断・

表現］  

 

 

 

 

 

「 行 動 の 確

認」 

 

 

 

 

 

国語科  事例２（現代の国語）「Ａ話すこと・聞くこと」 

「話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりする

など，相手の理解が得られるように表現を工夫すること。」 

 

単元名 

理想の修学旅行を紹介しよう 

 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ａ話すこと・聞くこと」 
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ション用ソフトを用いたフリップやスライド）を作成す

る。 

○ 構成用ワークシートを基に資料を作成後，本番を想定して

グループで練習し，適宜改善を行う。練習の様子は各グル

ープのＩＣＴ端末で記録しておく。  

○ 本番の発表を行う。聞き手は，表現の工夫について評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

○ 「相手に応じた分かりやすい説明のための表現の工夫」に

ついて，振り返りシートに記入する。 

○ 振り返りシートを基に，単元の学習で得た気付きをグルー

プや全体で共有する。  

［主体的に学 

習に取り組む 

態度］ 

「 記 述 の 分

析」 

 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 単元の目標や進め方を確 

認し，学習の見通しをも

つ。 

 

 

○ 話し言葉と書き言葉の特 

徴や役割，表現の特色を  

ワークシートにまとめ，  

自分たちの発表に活か

し，使えるようにする。 

 

 

 

・「理想の修学旅行」をテーマに，自

分たちで相手を想定し，その相手の

理解を得るために工夫を凝らし，発

表を実践する活動であることを理解

させる。 

・まずは自分で両者の違いを考えさせ

た後，発表させて全員で共有し，共

通項をまとめながら「話し言葉と書

き言葉の特徴や役割の違い」につい

て理解させる。その際にまとめてお

きたい観点としては，例えば以下の

ような観点が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの言葉と特徴や役割の違い： 

●「話し言葉」 

  ……相手の反応やその場の状況を見ながら，相手とのコミュニケーションが成立  

    するようにその場で工夫できる言葉。繰り返しや省略を頻繁に行うのみなら  

    ず，話す速度や声の調子，身振りや表情など，言葉以外の手段でも伝えたいこ 

    とを補う工夫をすることができる。 

●「書き言葉」 

   ……客観視や推敲を加え情報を整理し，読み手に確実に情報を届けるために正確   

    で説得力のあるように工夫できる言葉。省略や繰り返しをすることなく，書   

    き手の目的や意図に応じて言葉を順序良く組み立てることで，書き手がその   

      場に居なくとも，その意図が誤りなく伝わるよう工夫をすることができる。 

表現上の違い： 

①「ら抜き」「い抜き」「さ入れ」「れ足す」言葉 

②「敬体」「常体」の別 

③「略語」「口語的／文語的語彙の使い分け」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・前項で確認した両者の違いを前提

に，書き言葉の典型例である新聞記

事を元にして，それを友人に伝える

ことを想定した，話し言葉による

「原稿」を作らせる。 

 

 

 
 

 

 

○ 新聞記事を元にして，書   

き言葉を話し言葉に直    

す。 

 

 

 

 

 

 

 

［知識・技能］ 

「記述の点検」  

  原稿 

・話し言葉と書き言葉の 

特徴や役割，表現の特

色を踏まえ，正確さ，

分かりやすさ，適切

さ，敬意と親しさなど

に配慮した表現や言葉
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 遣いについて理解し，

使っているかを点検す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 聞き手によって，プレゼ 

ンテーションの際に気を

付けるべき要素が異なる

点を確認し，「相手に応

じた分かりやすいプレゼ

ンテーション」について

考え，ワークシートにま

とめる。  

 

・「分かりやすい説明」のポイントを

踏まえ，聞き手に応じて，反応や受

け止め方が異なることを予想し，準

備するべき要素が異なっていくこと

を全体で確認する。特に確認すべき

観点としては，例えば以下のような

観点が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分かりやすい説明」のために： 

①自分が「目的意識」をもつ 

  ……「何のために説明するのか」を前提として考えることで，説明する内容の詳  

    細度及び用いる資料の明快度が定まる。 

②資料に「順序性」をもたせる 

  ……「聞き手が話の流れを理解しやすい順序」を意識することで，「全体→部分」 

    (例：京都・関西方面→滋賀県)や「時間経過」（例：過去の人気→現在の    

     人気）のように，説明すべき順番が定まる。 

③プレゼンテーションの際の「相手意識」をもつ 

  ……「説明する際の相手の立場」を意識することで，「用いるべき資料の視線（価 

    値観）合わせ」はもとより，説明原稿における「語彙」や「ペース」，ひい  

    ては説明時の「声音」や「反応の伺い方」なども定まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「聞き手に応じた場合分け」： 

●相手を納得させる必要がある場合(例：対教員／対同作業に取り組む他のグループ) 

 ……自分の考えの「根拠」を「客観的な資料」などを用いて明確に示す必要が    

    ある。 

●相手が発表内容に関する知識を持たない場合（例：対下級生） 

 ……相手の理解できる「語彙」や相手の「価値観」に合わせた内容を考える必要があ 

     る。 

  

・聞き手（聴衆）の想定は自分たちで

決めさせることで，それに応じた表

現の工夫について具体的に考えさせ

る。 

・発表する場所は教室にて一クラスの

人数を相手にしたものになるため，

その広さを想定した資料の文字の大

きさを考慮させる。 

・電子ペン／レーザーポインター等の

プレゼンテーション用機器に関して

も，その機器が有する機能を踏ま

え，聞き手の立場に立ってその有効

性を考えさせ，使用を選択させる。 

・制限時間はグループにつき５分を設

定する。 

 
 

・ 発表資料については，フリップやス

 

○ 「理想の修学旅行につい

てプレゼンテーションを

行う」というテーマに基

づいて，構成用ワークシ

ートを作成し，発表資料

（プレゼンテーション用

ソフトを用いたフリップ

やスライド）を作成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-11-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 構成用ワークシートを基 

に資料を作成後，本番を

想定してグループで練習

し，適宜改善を行う。練

習の様子は各グループの

ICT 端末で記録してお

く。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本番の発表を行う。聞き 

手は，「話し手が想定し

た聞き手」になりきった

上で，発表者の表現の工

夫について評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライドなどを ICT 端末で作成させる

が，ただの読み上げに終始しないよ

う，口頭での発表原稿の準備も行わ

せる。その際は，第１次で確認した

「話し言葉」「書き言葉」の特色を

踏まえさせることはもとより，スラ

イドと発表原稿の対応・切り替えの

タイミングなどの確認も行わせる。 

・練習はグループごとに行わせ，その

様子をＩＣＴ端末で記録しておくこ

とで，何度でも振り返ることができ

るようにさせる。  

・グループごとの練習の際は，第１次

で確認した「相手に応じた分かりや

すさ」の観点を意識して行うと共

に，ICT 機器操作の方法や映すタイ

ミングについても確認させる。 

・練習における聞き手は複数人で受け

持つことで，良い点や悪い点を多角

的に見つけられるようにし，より効

率的な改善を行えるようにさせる。

また，このやり取りの様子も記録さ

せる。  

・ここまでの活動を踏まえ，それぞれ

が果たしてきた役割や貢献度合いを

相互評価させ，本番での役割を含め

構成用ワークシートに記入させてお

く。 

・本番は学級内でグループごとに行わ

せる。また，発表本番も ICT 端末で

記録し，振り返り時の客観的な資料

として用いられるようにしておく。 

・項目別に 5 段階で評価をつける「評

価票」を用いることで，発表内容を

客観的に数値化できるようにさせ

る。 

・特に，「話し手が想定した聞き手の

立場として発表を聞いたと考えた

時，分かりやすい発表であったか」

については，その是非と理由を一言

で述べさせることで，次の各グルー 

プでの振り返りに活用させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思考・判断・表現］  

「行動の確認」 

 構成用ワークシート 

 練習の様子 

 発表の様子  

・話し言葉の特徴を踏ま 

えて話したり，場の状

況に応じて資料や機器

を効果的に用いたりす

るなど，相手の理解が

得られるように表現を

工夫しているかを確認

する。  

 

 

 

 

 

 

３ 

 
 

 

○ 「相手に応じた分かりや 

すい説明のための表現の

工夫」について，振り返

りシートに記入する。 

 

 

 
  

○ 振り返りシートを基に， 

・振り返りシートでは，「自分たちが

想定した聞き手」の理解を得るため

に，第２次において意識・準備した

ことと，練習と本番を経験して，実

際に理解が得られた感触があった

か，それが評価票に反映されている

かということについて振り返るよう

促す。  

・今回の経験を踏まえ，自身が今後心

［主体的に学習に取り組

む態度］ 

「記述の分析」 

 振り返りシート  

・聴衆に対する発表を通 

して，話し言葉の特徴 

を理解し，相手の理解 

が得られるよう，表現 

を粘り強く工夫する中 
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 単元の学習で得た気付き

をグループや全体で共有

する。 

 

掛けたいことについても記入させ

る。特に，他者の発表から得た気付

きがあればそれを具体的に挙げさせ

る。  

で自らの学習を調整し 

ようとしているかを分 

析する。 

 

 

 

 

《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価 

 ［知識・技能］の「話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやす

さ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使っている」状況を，

「話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色の違いを踏まえ，新聞記事を元に書き言葉を話し言

葉に直している」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第１次に評価した。評価にあた

っては，次のような「原稿」を作成させ，記述の点検を行い，評価した。 

 

【生徒Ｄの原稿記述例（一部分）】 

◎次の新聞記事を，「友人」相手に分かりやすく伝えることを目的に，「話し言葉」の原稿に直

してみよう！ 

 ※注意①：この新聞記事をペア相手に見せないこと 

 ※注意②：既に学んだ「話し言葉」の特徴を意識したうえで作成すること 

「ヤングケアラー」……いわゆる，通学等自分のやるべき事を果たしながら，その一方で家族の介護や世話をする

子どもたちの存在が，無視できない大きな社会問題になりつつある。自分の時間を奪われるのみならず，ケアの大

きな負担を強いられることにより，精神的に疲弊するだけでなく，学業や進路選択にも様々な問題が起きると言わ

れているためだ。（中略）既に行われている中高生への同様の調査によると，家族のケアを始めた年齢は中学２年

生で平均９．９歳、全日制高校２年生で平均１２．２歳という結果が出ている。その更なる実態を把握するため，

政府は今年度一杯を目標に，全国の小学生を対象とするアンケートを行う方針を固めた。 

（『●●新聞』●年●月●日 

＜記述欄＞ 

学校に行きながら家族の介護とか世話をする子どもたち，そういうのをヤングケアラーって言う

らしいんだけど，知ってた？ちょっと考えただけでも，それってすっごい大変だよね。 （中

略）  

前に中学生や高校生相手にはアンケとってたみたいだけど，めっちゃ早くケアを始めなきゃなん

ない人が多かったらしくて，じゃあ小学生はどうなのかってのを知るために，政府がアンケート

をやるんだってさ。                                   

   

  

この生徒Ｄは新聞記事を元に，客観的な分かりやすさを担保する具体的な数値は消してしまって

いるものの，相手が同級生であることを想定した上で，「話し言葉」の特徴である省略や繰り返しを

用いつつ，い抜き言葉や口語的な表現を含め的確に書き直している。このことから，この生徒は「お

おむね満足できる状況」（Ｂ）と判断した。 

 なお，「話し言葉の特徴を踏まえられず，多少言葉を省いただけの新聞記事の焼き直しになってい
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る」生徒を，「努力を要する状況」（Ｃ）と判断した。Ｃと評価した生徒に対しては，Ｂを実現する

ための具体的な手立てとして，①「新聞記事を一文毎に分けて直させる」②「前に出てきた言葉を代

名詞や指示語で表現できないか考えさせる」③「難しい単語や表現を分かりやすく言い換えさせる」

といった作業を行わせ，再検討するように助言を行った。 

 

 

（２）［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］については，第１次で確認した［知識及び技能］を活用して，課題を解決

するなどのために必要な［思考・判断・表現等］を身に付けているかどうかを評価する。 

 「『話すこと・聞くこと』において，話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応じて資料や

機器を効果的に用いたりするなど，相手の理解が得られるように表現を工夫している」状況を，「自

分たちが想定した聞き手に合わせ，発表する環境を踏まえて原稿・発表資料・使用機器等に工夫を加

えることで，相手の理解を得ようとしている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第

２次に評価した。評価にあたっては，「構成用ワークシート」に記入させた自分の役割やその貢献度

合いの相互評価に基づいて個人を評価することをベースに，本番における「発表の様子」だけではな

く「練習の様子」も動画で提出させることで，練習時の反省において悪い点を見つけ出し，そこから

本番に至るまでにどのような工夫や改善を図っているか行動の確認を行い，併せて評価した。 

 

 

（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

 ［主体的に学習に取り組む態度］については，「聴衆に対する発表を通して，話し言葉の特徴を理

解し，相手の理解が得られるよう，表現を粘り強く工夫する中で自らの学習を調整しようとしてい

る」状況を，「『評価票』に記載された他者からの評価や意見を踏まえ，自分たちの発表が想定した

立場の聞き手にとって分かりやすいものであったかを振り返り，自らの表現手法の不足点を見いだ

し，直そうと考えている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第３次に評価した。評

価にあたっては，各自に書かせた「振り返りシート」を基に，自身の学習に対する振り返りと気付き

の有無について記述の分析を行い，評価した。 
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１ 単元の目標 

(1) 推論の仕方を理解し使うことができる。              〔知識及び技能〕(2)ウ 

(2) 目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味

して，伝えたいことを明確にすることができる。   〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(1)ア 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

現代社会で必要とされる具体的な力について，体験や知識と関連付けながら題材を決め，情報を適

切に引用して，自分の意見を論述する。      （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ (2)ア） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

推論の仕方を理解し使ってい

る。（(2)ウ） 

「書くこと」において，目的や

意図に応じて，実社会の中から

適切な題材を決め，集めた情報

の妥当性や信頼性を吟味して，

伝えたいことを明確にしてい

る。（Ｂ(1)ア） 

学習の見通しをもって意見文

を書くことを通して，自分の思

いや考えが明確に伝わるよう，

情報の妥当性や信頼性を粘り

強く吟味しようとしている。 

 

４ 指導と評価の計画（全８単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○ 単元の目標と進め方，言語活動の詳細及び評価の観点を把

握し，学習の見通しをもつ。 

○ 現代社会の特徴と課題について推論し，ワークシートに記

入する。 

○ ペアで推論の仕方を評価し合う。 

［知識・技能］ 「記述の確

認」 

２ 

○ 体験や知識と関連付けながら，現代社会で必要とされる具

体的な力について考える。 

○ 主張を支える情報を，書籍，新聞記事，インターネット等

から収集する。 

○ 収集した情報，情報から導き出される主張，情報と主張と

を繋ぐ推論を，情報分析チャートに記入する。 

［思考・判断・

表現］ 

「記述の分

析」 

３ 

○ グループで，収集した情報の適切さを吟味する。 

○ グループ活動を踏まえ，意見文を書く。 

○ グループを組み替え，意見文を相互評価する。 

［主体的に学

習に取り組む

態度］ 

「記述の分

析」 

国語科  事例３（現代の国語）「Ｂ書くこと」 

「目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味

して，伝えたいことを明確にすること。」  

 

 

 単元名 

情報を適切に引用して，意見文を書こう 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕 (2)情報の扱い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｂ書くこと」 
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○ 本単元の活動全体を振り返り，成果と課題を挙げる。 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

○ 単元の目標と進め方，言語

活動の詳細及び評価の観点

を把握し，学習の見通しを

もつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 演繹的な推論または演繹

的ではない推論から導き出

した現代社会の特徴と課題

をワークシート①に記入す

る。 

○ 推論した内容をペアで共

有するとともに，推論の仕

方について評価し合う。 

・本単元の言語活動を以下の通り

二つの活動に展開し，①と②の

条件を満たしているかどうか

が，評価の観点となることを伝

える。 

 

 

 

 

 

・上記の言語活動の導入として

「現代社会の特徴や現代社会

が抱えている課題」について考

察させるにあたり，まず，以下

の通り，推論の仕方をプロジェ

クターとプリントを用いて，説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・推論の過程が分かるように，箇

条書きをするよう指示する。 

・可能ならば，二つの推論の仕方

を使ってみるように伝える。 

 

・本次の活動の評価対象は，「真理

そのもの」の記述ではなく，「推

論の仕方」を適切に駆使して真

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知識・技能］ 

「記述の確認」ワークシー

ト① 

・推論の仕方を理解し使

っているかを確認する。 

【本単元の言語活動】 

現代の社会で必要とされる具体的な力について， 

（１）【条件①】体験や知識と関連付けながら題材を決め， 

（２）【条件②】妥当性や信頼性を吟味した情報を適切に引用し，自分の意見を論述する。 

【演繹的な推論】･･･一般的な前提を，個別の事例に当てはめていく推論の仕方 

⑴ 【Ａという特徴をもつ】現代社会には【Ｂという課題】がある。 

⑵ 日本は，【Ａという特徴をもつ】社会である。 

⑶ したがって，日本には【Ｂという課題】がある。 

【演繹的な推論の利点と留意点】･･･個別の現象の理解に適している。ただし，生きて働

く様々な知識を身に付け，正しい知識を個別の事例に適切に当てはめる必要がある。 

 

【演繹的ではない推論】･･･個別の事例から一般的な法則を導く推論の仕方 

 ⑴ 現代の日本には【Ｃ】という課題（特徴）がある。 

 ⑵ 現代の中国には【Ｃ】という課題（特徴）がある。 

 ⑶ 現代のアメリカには【Ｃ】という課題がある。 

 ⑷ したがって，現代社会は【Ｃ】という課題（特徴）を持つ。 

【演繹的ではない推論の利点と留意点】･･･見えているもの・ことから，見ていないもの・

ことや見えていないもの・ことについて考え，新しいもの・ことを見付けることに適し

ている。ただし，導かれた結論（新しいもの・こと，法則）が常に正しいとは限らない

ため，結論の妥当性を十分に吟味する必要がある。 
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理に至ろうとする「過程」の記

述であることを強調する。 

２ 

○ 体験や知識と関連付けな

がら，現代社会で必要とさ

れる具体的な力について考

える。 

 

 

 

 

 

○ その力が必要であるとい

う自らの主張を支える情報

を，書籍，新聞記事，インタ

ーネット等から収集する。 

○ 収集した情報（事実と伝

聞），情報から導き出される

主張，情報と主張とを繋ぐ

推論を，ワークシート②（情

報分析チャート）に記入す

る。 

 

 

・現代社会が抱える課題を解決す

るために，または，これまでの

社会とは異なる特徴をもった

現代社会を生き抜くために，高

校卒業後，就職したり進学した

りと，新たなステージに進んだ

将来の自分に対する提言とし

て，本次の言語活動に取り組む

よう指示する。 

・情報を収集するにあたり，情報

の根拠としての適否（妥当性）

や情報の正誤（信頼性）を吟味

するように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思考・判断・表現］ 

「記述の分析」ワークシー

ト②（情報分析チャート） 

・目的や意図に応じて，実

社会の中から適切な題

材を決め，集めた情報の

妥当性や信頼性を吟味

して，伝えたいことを明

確にしているかを分析

する。 

３ 

○ グループで，それぞれが収

集した情報の適切さを吟味

する。その中で，他者から受

けた疑問・助言，自らが気付

いたこと・考え直したこと

等をワークシート②（情報

分析チャート）に記入する。 

 

 

○ グループ活動の成果が書

き加えられたワークシート

②（情報分析チャート）に基

づいて，意見文を書く。 

○ グループを組み替え，新し

いグループ２で意見文を読

み合い，相互評価する。 

○ 本単元の活動全体を振り

返り，ワークシート③（振り

返り）に記入する。 

・授業者が意見文を評価する際に

用いるルーブリック評価表を

配布し，グループで情報の適切

さを吟味する際に活用するよ

うに伝える。 

・相手の工夫や努力を積極的に評

価した上で，相手に疑問を呈し

たり，助言をしたりするように

注意させる。 

・グループ活動の中で気付いたこ

と・考え直したことは，自らの

考えの深まりを視覚化するた

め，朱書きするように指示す

る。 

 

 

・振り返りの際には，学習課題に

沿って，目標の達成状況を評価

するように促し，自己評価の論

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主体的に学習に取り組

む態度］  

「記述の分析」ワークシー

ト②（情報分析チャート），

意見文，ワークシート③

（振り返り） 

・学習の見通しをもって

意見文を書くことを通

して，自分の思いや考え

が明確に伝わるよう，情

【情報を吟味するポイント】（例） 

⑴ 情報の発信源の形態（新聞，書籍，雑誌，ウェブサイト）を確かめる。 

⑵ 誰が，いつ，どこで発信した情報かを確かめる（著者の略歴・発信時期等）。 

⑶ 誰に向けられた，どのような情報かを確かめる（読者層，一次情報か二次情報か等）。 

⑷ 二次情報の出典にあたったり，複数資料を用いて比較したりと，自ら情報を確かめ

る。 
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拠や今後の活動に生かしたい

点，今後改善したい点等も記述

させる。 

報の妥当性や信頼性を

粘り強く吟味しようと

しているかを分析する。 

 

《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価 

 ［知識・技能］の「推論の仕方を理解し使っている」状況を，「現代社会が抱える課題や現代社会に

特徴的な事象・価値観・関係性等を捉えるために，演繹的な推論または演繹的ではない推論をしてい

る」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第１次に評価した。評価にあたっては，ワーク

シート①を配布し，記述の確認を行い，評価した。 

 例えば，次の【生徒Ｄのワークシート①の記述の一部】において，生徒Ｄは，まず，「演繹的な推論

の仕方」を活用し，一般的な前提を個別の事例に当てはめて，現代社会の特徴や課題を捉えようとし

ている。次に，「演繹的ではない推論の仕方」を活用し，同種の個別の事例から一般的な法則を導き出

そうとしている。さらに，「演繹的ではない推論」によって辿り着いた結論が本当に正しいかどうかを

吟味する過程の中で，再度，個別の事例を集める必要性を記述している。二つの推論の仕方を理解し

て使っているのみならず，パワーポイントで授業者が示した「二つの推論の留意点」を踏まえ，導き

出した結論及び用いた前提の妥当性を粘り強く吟味している跡がはっきりと認められる。このことか

ら，「十分満足できる」状況（Ａ）と評価した。 

【生徒Ｄのワークシート①の記述の一部】 

 

 

（２）［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］の「『書くこと』において，目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材

を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にしている」状況を，「現代社

会が抱える課題を解決するために，または，これまでの社会とは異なる特徴をもった現代社会を生き

抜くために，高校卒業後の自分に求められる力について，正誤や適否を十分に検討した情報によって

理由付けながら書いている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第２次に評価した。評

価にあたっては，以下のようなワークシート②（情報分析チャート）を配布し，記述の分析を行い，

評価した。 
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【ワークシート②（情報分析チャート）】 

 

 例えば，【ワークシート②（情報分析チャート）】の【 情 報 】の項目において，情報の「正誤」や

「適否」を判断した論拠を十分に記述できていなかったり，情報の「正誤」や「適否」の判断が明ら

かに誤っていたりする生徒については，「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した。 

情報の「適否」を判断することができず，Ｃという評価を受けた生徒に対しては，Ｂを実現するた

めの具体的な手立てとして，次のような指導を行った。 

まずは，【ワークシート②（情報分析チャート）】の３段目の【 主 張 】と，１段目の【 情 報 】

に注目させ，「演繹的な推論の仕方」や「演繹的ではない推論の仕方」を用いて，その関連を説明する

ことができるかどうかを考えさせた。具体的には，取り上げた情報を自らの主張の事例や根拠と見な

すことができるかどうか，自らの主張を情報に当てはめたり情報から主張を導き出したりすることが

できるかどうか，主張と情報の間に共通する要素を見出すことができるかどうか等を検討させ，でき

た場合は○，できなかった場合は×，判断に苦しんだ場合には△を，改めてワークシート②に朱書き

させた。次に，情報を○と判断した考察の過程を，【ワークシート②（情報分析チャート）】の２段目

【 推 論 】の欄に，詳細に記入するように助言した。（なお，△と判断をした情報がある場合には，

３次のグループ活動で吟味するように指示した。） 

一方，情報の「正誤」を判断することができず，Ｃという評価を受けた生徒に対しては，Ｂを実現

するための具体的な手立てとして，【情報を吟味するポイント】を再確認させ，取り上げた情報が信頼

できる要素を備えているか否かを判断するように助言した。 

 

（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

 ［主体的に学習に取り組む態度］の「学習の見通しをもって意見文を書くことを通して，自分の思

いや考えが明確に伝わるよう，情報の妥当性や信頼性を粘り強く吟味しようとしている」状況を，「自

らの主張が導き出される過程や主張を支える根拠の確かさを粘り強く検討し，高校卒業後の自分に求

められる力を明確に記述することができたかどうかを振り返っている」姿（「おおむね満足できる」状

況（Ｂ））と捉え，第３次に評価した。 

 一方，活動に対する単なる感想や学習活動の記録に留まる生徒に対しては，自らの学習の調整をし

たか否かをワークシート③（振り返り）からは読み取ることができないことから，「努力を要する」状

況（Ｃ）と評価した。Ｃと評価した生徒に対しては，Ｂを実現するための具体的な手立てとして，学

習過程を振り返るように助言し，ワークシート③（振り返り）を書き直させた。具体的には，第１次

の活動を第２，３次の活動にどのように生かすことができたか，第３次のグループ活動を通して第２

次の活動（情報分析チャート）をどのように見直すことができたか，第３次のグループ活動を，意見

文を書くという活動にどのように生かすことができたか等について考えさせ，言語化させた。また，

この考察の過程で改善点が見つかれば，併せて記述するように助言した。 
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現代の国語「ワークシート」①推論の仕方

【本単元の言語活動】現代社会で必要とされる具体的な力について，体験や知識と関連付けながら題材を決め，情報を適切に引用して，
　　　　　　　　　　自分の意見を論述する。

【問　現代社会とは，どのような社会か。また，現代社会には，どのような課題があるか。】

（　　）ＨＲ（　　）番　氏名（　　　　　　　　　　）

【単元名】　情報を適切に引用して，意見文を書こう。

【活動１　推論の仕方を理解して使う。】

演繹的な推論 演繹的ではない推論
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「現代の国語」ワークシート②（情報分析チャート） 

事
実
伝
聞

正　誤
○△×

適　否
○△×

【単元名】　情報を適切に引用して，意見文を書こう。

【本単元の言語活動】現代社会で必要とされる具体的な力について，体験や知識と関連付けながら題材を決め，情報を適切に引用して，
　　　　　　　　　　自分の意見を論述する。

【活動２　情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にする。】

【 推  論 】

【 情  報 】 疑問・助言

（　　）ＨＲ（　　）番　氏名（　　　　　　　　　　）

内容・出典等 正誤と適否の評価に係る論拠

【 主  張 】
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１ 単元の目標 

(1) 個別の情報と一般化された情報との関係について理解することができる。 

〔知識及び技能〕(2)イ 

(2) 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種

類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(1)ウ 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我 

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。      

 「学びに向かう力，人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

読み手が必要とする情報に応じて手順書や紹介文などを書いたり，書式を踏まえて案内文や通知文など

を書いたりする。                 （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(2)ウ） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

個別の情報と一般化された情報

との関係について理解している。 

((2)イ) 

 

 

 

 

 

 

「書くこと」において，自分の考

えや事柄が的確に伝わるよう，根

拠の示し方や説明の仕方を考える

とともに，文章の種類や，文体，

語句などの表現の仕方を工夫して

いる。(Ｂ(1)ウ) 

 

 

手順書を書くことを通して，情

報の妥当性や重要度の軽重に関

する吟味の仕方について理解を

深め，伝えたいことを明確にし，

自分の考えを含め「日直の仕事」

が的確に伝わるよう，根拠の示

し方や説明の仕方を粘り強く考

える中で，自らの学習を調整し

ようとしている。 

 

４ 指導と評価の計画（全６単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

 

 

１ 

 

 

◯ 単元の目標や進め方を確認し，学習の見通しをもつ。  

◯ 具体例を抽象化する活動を通し，個別の情報と一般化  

された情報との関係を理解する。  

◯ 言葉を用いて他者の行動を指示するために必要な要素  

を確認する。 

［知識・技能］ 

 

 

 

「記述の確認」 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 手順書作成に関する学習課題を知り，題材について考    

える。 

◯ 伝えたい内容を検討するとともに，その情報の主客の    

［思考・判断・

表現］  

 

「記述の点検」 

 

 

国語科  事例４（現代の国語）「Ｂ書くこと」 

「自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の

種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。」 

 

 
単元名 

「日直の仕事」をマニュアル化して転校

生に伝えよう 

 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｂ書くこと」 
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２ 

 

 

 

 

 

別や，文章／画像等の情報の示し方の工夫を考え，構成メ

モを作成する。  

◯ 構成メモに基づいて手順書を作成する。  

◯ グループで相互評価を行い，自分の手順書の改善に生    

かす。 

◯ グループで一つ代表を決め，それを全体で共有し投票    

による評価を行うことで，「分かりやすさのための工夫」

の気付きに繋げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

◯ 単元の学習で得た気付きを確認用ワークシートに記述    

し，グループや全体で共有する。  

 

［主体的に学 

習に取り組む 

態度］  

「記述の分析」 

 

 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 単元の目標や進め方を確 

認し，学習の見通しをも  

つ。 

 

 

 

 

 

◯ 具体例を抽象化する活動 

を通し，個別の情報と一般 

化された情報との関係を

理解する。  

 

 

 

 

・相手が知らないことを説明するための

文章を作成することの社会的な必要性

を考え，身近な例を挙げて気付きを共

有するように促す。 

・相手に自分の考えを的確に伝え，その

考えの通りに行動させるための手順

書を作成する活動であることを理解

させる。 

・「個別の情報」を複数挙げ，それぞれ

の情報から共通点を見いだして一つ

の概念にまとめることで，抽象的な

「一般化された情報」を得る活動をさ

せる。 

 その際に押さえておきたい考え方を

以下にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの「情報」の違い： 

●「個別の情報」 

  ……実体が明確だが他のケースにそのまま当てはめることのできないもの。 

●「一般化された情報」 

  ……実体は明確ではないが全体的な傾向などが分かり，対策を立てる場合の目安を得

ることのできるもの。 

注意を促したい点： 

①「上位語」「下位語」の関係とは異なる。 

②共通点や傾向を探る「着眼点」をどう捉えるかが重要である。 

③それぞれの情報を適切に関係づけることは，自分の考えの「妥当性」を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

  

・「日直の仕事」として考えられること

を全体で次々列挙させ黒板に示した

後，共通項を見いだしながらまとめ，

その項目名も自分で考えて付けると

いう個人活動をさせる。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，

 

 

 

 

 

 

◯ 言葉を用いて他者の行動 

［知識・技能］ 

「記述の確認」 

 ワークシート 

・個別の情報と一般化さ 

れた情報との関係につ 

いて理解しているか確 
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を指示するために必要な

要素を確認する。  

 

 

 

 

物事を説明する際の効果的な順序や構

成の整え方，文体，レイアウト等を含

む表現の仕方を全体で確認させる。 

 特に確認すべき観点としては，例えば

以下のような観点が考えられる。 

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「説明の順序性」の工夫 

  ……「朝方の行動→夕方の行動」といった時系列に注目した順序 

    「概要（見出し）→詳細（内容）」といった 階層に注目した順序 

    「上→下」「左→右」といった空間に注目した順序 

②「説明の客観性」の工夫 

  ……作成者の経験に基づく印象や感想で説明をしてしまうと，いつ，誰が読んで  

    も同じ結果を得るための共通した情報になり得ないため，客観性を持った情  

    報を用いるように心掛ける。 

（例：「移動教室の際は，教室の施錠をちゃんと確認する」⇒× 

   「移動教室の際は，中庭側の窓及び廊下側の窓と通気口の施錠を確認する」⇒〇） 

③「レイアウト」の工夫 

  ……「表」や「フローチャート」といった，情報量や流れを意識した「形式」の  

    選択 

    文章ではわかりにくい位置関係を示すための画像など，使用する「情報」の  

    追加 

    部外者には伝わらない，内部での慣用的な「表現」の言い換え 

    書体や文字の色，文の開始位置や配置といった「視覚的要素」の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 手順書作成に関する学習 

課題を知り，題材について 

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 伝えたい内容を検討する 

とともに，その情報の主客 

の別や，文章／画像等の情 

報の示し方の工夫を考え， 

構成メモを作成する。  

 

 

◯ 構成メモに基づいて手順 

書を作成する。 

 

◯ グループで相互評価を行 

い，自分の手順書の改善に 

・「転校してきたばかりのクラスメート

に日直の仕事を教える」ための手順書

である，という前提を共有させる。 

・手順書はＡ４一枚に収めることを指示

する。 

・手順書については，ICT 端末で作成さ

せるが，それを読むだけで完結する

（＝作成者が追加の説明を行わない）

ものになるよう，情報の取捨選択の留

意を促す。 

・その情報が自分の学校特有の「個別の

情報」なのかどの学校であっても通じ

る「一般化された情報」なのか，主観

的な感想なのか客観的な情報なのか，

文章で説明できるのか画像が必要な

のか等の別を考えるよう促し，構成メ

モを作成させる。 

・第１次で確認した「形式」の別や「表

現」の言い換え等を再確認させなが

ら，実際に手順書を作成させる。 

・作成した手順書をグループ内で共有

し，第１次で確認した各種工夫の観点
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生かす。 

 

 

 

 

 

◯ グループで一つ代表を決 

め，それを全体で共有し投 

票による評価を行うこと 

で，「分かりやすさのため 

の工夫」の気付きに繋げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

から相互評価を行い，自分の手順書の

改善点を明確化させる。 

・グループでの共有・相互評価の様子は

ICT 端末で記録させ，自己改善のため

に何度でも振り返ることができるよ

うにさせる。 

・前項の相互評価時点で一番良いと思う

ものをグループ内で決め，明らかにな

った改善点を踏まえて推敲した後の

手順書を集約し，全体に提示する。 

・第 1次で確認した項目に則し，各グル

ープ代表の手順書の良い点を発表さ

せ，全体で共有させる。 

・最終的に全員で投票を行い，一番優れ

ていると思う手順書を決めた後，その

「分かりやすさ」の工夫の要点を再度

確認させると共に，そのやり取りの様

子も ICT 端末で記録し，振り返り時の

客観的な資料として用いられるよう

にさせておく。 

 

 

 

 

 

 

［思考・判断・表現］ 

「記述の点検」 

 手順書  

・自分の考えや事柄が的 

確に伝わるよう，根拠 

の示し方や説明の仕方 

を考えるとともに，文 

章の種類や，文体，語 

句などの表現の仕方を 

工夫しているかを点検 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 単元の学習で得た気付き 

を振り返りシートに記述 

し，グループや全体で共有 

する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・説明の仕方を考えるとともに，文章の

種類や，文体，語句などの表現の仕方

を工夫し，自分の考えや事柄が的確に

伝わるよう手順書を作成できたかを考

えさせる。 

・他者と自分の「手順書」を比較検討し，

「自分の考えを的確に伝えるため」に

必要な要素を箇条書きで書かせ，それ

を第１次で確認した「一般化」の手法

を再度踏まえて行わせることで，これ

からの学習活動に活かせるようにさ

せる。  

 

 

 

［主体的に学習に取り

組む態度］  

「記述の分析」 

 振り返りシート  

・手順書を書くことを通 

して，情報の妥当性や 

重要度の軽重に関す

る吟味の仕方につい

て理解を深め，伝えた

いことを明確にし，自

分の考えを含め「日直

の仕事」が的確に伝わ

るよう，根拠の示し方

や説明の仕方を粘り

強く考える中で，自ら

の学習を調整しよう

としているかを分析

する。 
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《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価 

 ［知識・技能］の「個別の情報と一般化された情報との関係について理解している」状況を，「複数

個の具体的な『個別の情報』に基づき，それぞれの情報から共通点を見いだして一つの概念にまとめ，

抽象的な『一般化された情報』を得ようとしている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉

え，第１次に評価した。評価にあたっては，次のような「ワークシート」に記述させ，その確認を行

って評価した。 

【ワークシートの記述例（一部分）】 

 

１．【日直の仕事を挙げてみよう】(番号を振ると次が楽) 

①配布物を扱う ②号令をかける ③黒板を消す ④学級日誌を書く ⑤課題を集める 

⑥教室の戸締りをする ⑦授業変更を確認する ⑧SHRの司会を担う ⑨換気を行う 

⑩清掃状況の確認を行う ⑪朝の日直会議に参加する ⑫掲示物や机等整備を行う 

⑬委員会への代理出席 ⑭教科担当が授業で使う道具の運搬補助        （以下省略）  

 

２．【上記の仕事を，共通項を見出してまとめ，その項目名も考えて記入しよう】 

 

 

             

    ⑫     ⑧         ②      ⑤            ①              ⑨ 

        ⑥                  ③                ④               ⑩ 

                       ⑭                      ⑦ 

 

                  ⑪？                                                  （以下省略） 

 

（２）［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］については，第１次で確認した［知識及び技能］を活用して，課題を解決す

るなどのために必要な［思考・判断・表現等］を身に付けているかどうかを評価する。 

 「『書くこと』において，自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考える

とともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫している」状況を，「個別／一般化・主

観／客観の観点に基づく情報の取捨選択を行い，それを説明するための適切な形式を用いて表現して

いる」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第２次に評価した。評価にあたっては，提

出された「手順書」の点検を行い，評価した。 

 

 

 

管理 授業 連絡・記録 衛生 
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【生徒Ｄの手順書記述例（一部分）】 

日 直 の 仕 事

《朝》

８時15分までに

・朝のSHR開始前に配布物を配る。急な授業変更など，連絡事項がある場合にはSHRで皆に伝える。

・クラスボックス及び返却机から配布物，学級日誌を持ってくる。

・職員室前の週番連絡黒板と授業変更黒板を確認する。

《授業開始前・授業終了後》

・休み時間のうちに黒板を消す。

・授業開始時と終了時に号令をかける。

《教室移動・集会の際》

・カーテンを開けて教室の各所をちゃんと施錠する。

・戻った後は教室の鍵を開け，鍵を必ず返す。

※教室の鍵を早めに取りに行っておくこと！

《放課後》

・各清掃分担区に行きチェックをして，学級日誌に記入する。

・学級日誌を担任に提出する。

・教室の消灯と戸締まりを点検する。

・帰りのSHR前までに，クラスボックスの中や授業変更黒板を確認する。

 

  

この生徒Ｄは《朝》⇒《放課後》という時系列，つまり「説明の順序性」の一部には気を配れてい

る。一方で，各時間帯内で行うべき行動の手順がバラバラであったり，「職員室」「クラスボックス

及び返却机」「教室の各所を施錠する」などといった，転校してきたばかりで各部屋の場所や内輪的

表現，教室内の施錠箇所が分からない相手にとっては分かりにくい，主観且つ「個別の情報」が文字

だけで表現されたりしている。つまり，「説明の順序性」の一部分及び「説明の客観性」「レイアウ

ト」における工夫が不足していると見なし，この生徒を「努力を要する状況」（Ｃ）と判断した。Ｃ

と評価した生徒に対しては，Ｂを実現するための具体的な手立てとして，①「第２次で確認した３つ

の工夫を再度確認する」②「自分が転校した側だとしたら，この手順書ではどこが分かりにくいかを

列挙する」③「分かりにくい点を画像で代替したり，一般的な表現に書き直したりすることができな

いか検討する」といった作業をするなどして修正するように助言を行った。 

 

（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

 ［主体的に学習に取り組む態度］については，「手順書を書くことを通して，情報の妥当性や重要

度の軽重に関する吟味の仕方について理解を深め，伝えたいことを明確にし，自分の考えを含め『日

直の仕事』が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を粘り強く考える中で，自らの学習を調

整しようとしている」状況を，「他者と自分が作成したそれぞれの『手順書』を比較しながら，その

是非を基に『自分の考えを的確に相手に伝えるために必要な要素』を見つけ出し，一般化しようとし

ている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第３次に評価した。評価にあたっては，

各自に書かせた「振り返りシート」を用いて，自身の学習に対する振り返りとこれからの学習活動に

活かせる点の発見について記述の分析を行い，評価した。                                 
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１ 単元の目標 

(1) 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深めて使うことができる。 

〔知識及び技能〕(2)エ 

(2) 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関連付けながら，内容や書き手の

意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに，自分の考

え方を深めることができる。            〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(1)イ 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

  図表を伴う文章を読み比べ，評価した内容をワークシートにまとめたり，気づいたことをグルー

プで述べ合ったりする活動。         （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ(2)イ） 

 

（例１）環境保全等について述べた文章 

教材例／『経済の論理／環境の論理』岩井克人 

『わかっていることいないこと』堀正岳 

『どこもかしこもプラスチック！』中嶋亮太  等 

 

 （例２）若者の SNS利用等について述べた文章 

教材例／『ポスト・プライバシー』阪本俊生 

『インターネット時代の音楽産業』吉見俊哉  

その他教員が準備した文章 

    

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報の妥当性や信頼性の吟味

の仕方について理解を深めて

使っている。（(1)エ） 

「読むこと」において，目的

に応じて，文章や図表などに

含まれている情報を相互に関

連付けながら，内容や書き手

の意図を解釈したり，文章の

構成や論理の展開などについ

て評価したりするとともに，

自分の考え方を深めている。

（Ｃ(1)イ） 

 

図表を伴う複数の文章を読み

比べて批評することを通し

て，情報の妥当性や信頼性の

吟味の仕方について理解を深

め，目的に応じて，情報を相

互に関連付けながら，内容や

書き手の意図を解釈すること

に向けて，粘り強い取組の中

で，自らの学習を調整しよう

としている。 

 

 

国語科  事例５（現代の国語）「Ｃ読むこと」 

「目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関連付けながら，内容や書き手の意図を解釈した

り，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに，自分の考え方を深めること。」 

 

単元名 

目的に応じて,情報を関連付けて内容を解

釈しよう 

 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｃ読むこと」 
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４ 指導と評価の計画（全５単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確認し，学習の見通しをもつ。 

○ 文章や図表等に含まれている情報について，情報が正し

く確かであることの確認の仕方や，情報を用いる場合の留

意点について理解する。 

○ 文章や図表等を複数盛り込んでいる３つの資料を読み，

個々の情報の正しさや確かさを確認した上で，この情報は

筆者の主張の根拠としてふさわしいかについて吟味し，ワ

ークシートにまとめる。 

［ 知 識・ 技

能］ 

「 記 述の 点

検」 

２ 

○ 評論文を読み，図表等の複数の情報を関連づけることに

よって，読み手は筆者の主張をより的確に捉えられること

を理解する。 

○ 図表等を伴う複数の文章を読み，文章の構成や論理の展

開について評価し，それぞれの文章の適否や善し悪しをワ

ークシートにまとめる。 

［ 思 考・ 判

断・表現］ 

「 記 述の 点

検」 

３ 

○ 評価内容についてグループで読み合い，気づいたことを

述べ合う。 

○ グループで話し合ったことを全体で発表し，共有する。 

○ 共有後，それぞれの文章に対する評価が変わった場合

は，ワークシートを修正する。 

○ 単元全体を通した学習の振り返りを行い，情報を関連付

けて読むことの効果や，読み手が目的や必要に応じて文章

の中の情報を取り出して用いる場合の留意点等を理解し，

自分の考えを深める。 

［主体的に学

習に取り組む

態度］ 

「 記 述の 分

析」 

 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確

認し，学習の見通しをも

つ。 

 

 

 

○ 文章や図表等に含まれて

いる情報について，情報が

正しく確かであることの確

認の仕方や，情報を用いる

場合の留意点について理解

する。 

○ 文章や図表等を複数盛り

込んでいる３つの資料を読

み，個々の情報の正しさや

確かさを確認した上で，こ

の情報は筆者の主張の根拠

としてふさわしいかについ

て吟味し，ワークシートに

・単元の目標を明確にし，学習

方法などを説明し，各時間の

終わりには振り返りシートに

学習記録を記入し，振り返り

をすることを伝える。 

 

・生徒に様々な図表等の情報を

渡し，ICT 端末を用いて出典等

を確かめさせ，情報の正しさ

や確かさについて確認させ

る。 

 

・用いられている図表等の出典

を確かめさせ，正確な情報と

して用いられる図表はどのよ

うな機関が発行したものか等

について考えさせる。 

［知識・技能］ 

「記述の点検」ワークシ

ート 

・情報の妥当性や信頼性

の吟味の仕方について

理解を深めて使ってい

るか点検する。 
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まとめる。 

２ 

○ 評論文を読み，図表等の

複数の情報を関連づけるこ

とによって，読み手は筆者

の主張をより的確に捉えら

れることを理解する。 

 

○ 図表等を伴う複数の文章

を読み，文章の構成や論理

の展開について評価する。

その後，それぞれの文章の

適否や善し悪しをワークシ

ートにまとめる。 

（はじめに，特に立場を固定

せずに，自由に評価する。

次に，何らかの立場に立っ

てもう一度文章を評価す

る。） 

・図表を用いたことによって筆

者の主張がどれだけ説得力を

持つものになったかについて

気づかせながら，筆者が読み

手に捉えさせたいことを把握

させる。 

・目的や構成の違う図表等を含

んだ複数の文章を準備し，特

徴の違いを生徒に意識させな

がら，批評し自分の考えを深

めさせる。 

・読み手の目的の違いによって

も，適否や善し悪しが変わっ

てくることに気づかせる。 

［思考・判断・表現］ 

「記述の点検」ワークシ

ート 

・目的に応じて，文章や

図表などに含まれてい

る情報を相互に関連付

けながら，内容や書き

手の意図を解釈した

り，文章の構成や論理

の展開などについて評

価したりするととも

に，自分の考え方を深

めているかを点検す

る。 

３ 

○ 評価内容についてグルー

プで読み合い，気づいたこ

とを述べ合う。 

○ グループで話し合ったこ

とをクラス全体で発表し，

共有する。 

○ 共有後，それぞれの文章

に対する評価が変わった場

合は，ワークシートを修正

する。 

○ 単元全体を通した学習の

振り返りを行い，情報を関

連付けて読むことの効果

や，読み手が目的や必要に

応じて文章の中の情報を取

り出して用いる場合の留意

点等を理解し，自分の考え

を深める。 

・グループ活動ではワークシー

トに記入した適否や善し悪し

について根拠を持って説明す

るよう促し，自分とは違う捉

え方があった場合はメモをと

るよう指導する。 

・評価文を修正する際には，修

正しようと思った理由につい

てもワークシートに記録させ

る。 

・振り返りの際には，単元を通

じて考察したことについて，

目標にそって振り返るよう促

し，適切に情報を用いるよう

に考えを深めさせる。 

［主体的に学習に取り組

む態度］ 

「記述の分析」ワークシ

ート 

・図表を伴う複数の文章

を読み比べて批評する

ことを通して，情報の

妥当性や信頼性の吟味

の仕方について理解を

深め，目的に応じて，

情報を相互に関連付け

ながら，内容や書き手

の意図を解釈すること

に向けて，粘り強い取

組の中で，自らの学習

を調整しようとしてい

るかを分析する。 
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《本授業例における評価の実際》 

 筆者が自分の主張を客観的に根拠付けるために，図表やグラフを伴って説明する場合がある。ここ

では図表を伴った３種類の文章を教師側が用意し，それぞれの筆者が自分の主張を根拠付けるために

取り上げた図表はどういうものかを比較して読ませながら，「読むこと」の資質能力を育成すること

とした。 

 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価（プリント①参照） 

 ［知識・技能］の「情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる」状

況については，「情報の妥当性や吟味の仕方を理解し記述している」姿を（「おおむね満足できる」状

況（Ｂ））と捉え，第１次に評価した。評価にあたっては，次のような作業シート（プリント①作業

シート）を生徒に配布し，記述の点検を行い，評価した。 

 

【生徒Ａの作業シートの記述例（一部）】 

教材１（題名    経済の論理／環境の論理                  ） 

図表・図表タイトルと出典（どのような機関であるか，調べたことも書こう） 

「世界の平均気温の変化の予測（1986年～2005年を基準とした 21世紀末の変化）」環境省 

環境省とは，環境の保全・整備，公害の防止，原子力安全策を所轄する日本の行政機関。 

 

・図表から読み取れる情報 

 現状を上回る温暖化対策をとらなかった場合は，１００年後には 2.6～4.8℃気温が上昇するが，

対策をとった場合は 0.3～1.7℃の上昇に抑えられる。 

 

この情報は筆者の主張の根拠としてふさわしいか？ 

（ふさわしい・ややふさわしい・あまりふさわしくない・ふさわしくない） 

・理由 

この情報は「今のうちに何らかの対応をしないと，未来にどのくらい温暖化が進むか」を示し

ているので，筆者の「未来世代を取り巻く自然環境が，現代世代によって一方的に破壊されてし

まう」という主張の根拠になっているから。 

 

この生徒Ａは，図表の出典を確認し，「環境省」であると調べて分かった。「環境省」は日本の行

政機関であることから，この図表の情報は確からしいと判断した。また，読み取れる情報についての

記載や，筆者の主張と根拠のふさわしさについても的確に述べている。このことから，この生徒は

「おおむね満足できる状況」（Ｂ）と判断した。 

 

（２）［思考・判断・表現］の評価（プリント②参照） 

［思考・判断・表現］については，第１次で確認した［知識及び技能］を活用して，課題を解決する

などのために必要な［思考・判断・表現］を身に付けているかどうかを評価する。 

「『読むこと』において，目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関連付けな

がら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考え方を深めている」状況を，「筆者の文章と図表の関連について，その図表が筆者の

論理展開に効果的であるかどうかを評価し，気づいたことを的確にまとめている」姿を（「おおむね

満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第２次に評価した。なお，教師が評価する際に，生徒の思考の過

程が分かるようなワークシートとした。 
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【生徒Ｂの確認シートの記述例（一部）】 

教材１（題名   経済の論理／環境の論理                  ） 

・図表があることによって，本文の論理展開が分かりやすく伝わっているか → あなたの評価 
（大変分かりやすい◎ 分かりやすい○ やや分かりづらい△ 分かりづらい×） 

 

 

 

・評価の理由を書こう。 

筆者の主張に対して，図表を用いて根拠として述べている。しかし，図表が１つしかなく「環

境の論理」という面での主張の根拠づけはやや不足していると思う。複数の図表があったほうが

より分かりやすかったのではないかと思い，評価としては「わかりやすい○」と判断した。 

 

 

 

 

例えば生徒Ｂは，筆者の主張に対して，示された図表が根拠になっている点は認めながらも，複

数の図表があればさらに根拠の助けになったのではないか，と自分の考えを深めている。これらから，

評価規準を満たしていると判断し，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 

一方，「図表が本文に効果的であるかどうかの評価について，どのように判断したらよいか分から

ず，自分の考えを深められなかった」生徒を，「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した。Ｃと評価し

た生徒に対しては，Ｂを実現するための具体的な手立てとして，「図表」が無かった場合の文章を想

定してもう一度読み直すように促し，「図表」があることによって筆者の主張がどの程度的確に捉え

られるようになったかをもう一度確認してから，「評価」するように助言した。 

 

 

（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価（プリント④参照） 

［主体的に学習に取り組む態度］については，「図表を伴う複数の文章を読み比べて批評することを

通して，情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め，目的に応じて，情報を相互に関連

付けながら，内容や書き手の意図を解釈することに向けて，粘り強い取り組みの中で，自らの学習を

調整しようとしている。」状況を，「図表を伴う複数の文章を読み比べ，その評価についてグループや

クラスの発表を聞き，自らの意見と比較することを通して，自らの考えを多様な視点から見つめ直そ

うと取り組んでいる」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第３次に評価した。一方，文

章に対する単なる感想にとどまり，自らの学習を振り返ることができていない生徒については，「努

力を要する状況」（Ｃ）と判断した。Ｃと判断した生徒については，「確認シート２－１・２－２」の

記述を基に，友人の評価を聞いて気づいたことを見直しさせ，友人と自分の評価の違いやその違いが

生じた理由を考えさせる等，再度，自らの学習について振り返らせ，この単元で学習したことを今後

の学習や生活につなげるように助言した。 
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プリント① 作業シート 

教材１（題名                      ） 

図表・図表のタイトルと出典（どのような機関であるか，調べたことも書こう） 

 

 

 

・図表から読み取れる情報 

 

 

この情報は筆者の主張の根拠としてふさわしいか？ 

（ふさわしい・ややふさわしい・あまりふさわしくない・ふさわしくない） 

・理由 

 

 

教材２（題名                      ） 

図表・図表のタイトルと出典（どのような機関であるか，調べたことも書こう） 

 

 

 

・図表から読み取れる情報 

 

 

この情報は筆者の主張の根拠としてふさわしいか？ 

（ふさわしい・ややふさわしい・あまりふさわしくない・ふさわしくない） 

・理由 

 

 

教材３（題名                      ） 

図表・図表のタイトルと出典（どのような機関であるか，調べたことも書こう） 

 

 

 

・図表から読み取れる情報 

 

 

この情報は筆者の主張の根拠としてふさわしいか？ 

（ふさわしい・ややふさわしい・あまりふさわしくない・ふさわしくない） 

・理由 
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プリント② 確認シート１ 

文章と図表の関係性，論理展開について評価しよう！ 

教材１ 

（題名                   ） 

・図表があることによって，本文の論理展開が分かりやすく伝わっているか → あなたの評価 

（大変分かりやすい◎ 分かりやすい○ やや分かりづらい△ 分かりづらい×） 

 

・評価の理由を書こう。 

 

 

 

教材２ 

（題名                   ） 

・図表があることによって，本文の論理展開が分かりやすく伝わっているか → あなたの評価 

（大変分かりやすい◎ 分かりやすい○ やや分かりづらい△ 分かりづらい×） 

 

・評価の理由を書こう。 

 

 

 

教材３ 

（題名                   ） 

・図表があることによって，本文の論理展開が分かりやすく伝わっているか → あなたの評価 

（大変分かりやすい◎ 分かりやすい○ やや分かりづらい△ 分かりづらい×） 

 

・評価の理由を書こう。 

 

 

 

                 

分かったことや気づいたことをまとめよう 
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プリント③ 確認シート２－１ 

文章と図表の関係性や文章の構成や論理展開について評価しよう！ 

教材１ （題名                             ） 

 

自分の評価をまとめよう（プリント①及びプリント②を参考にして，もう一度まとめよう） 

 

 

 

 

 

 

 

（        ）さんの評価 

 

 

 

 

 

 

 

評価を聞いて気付いたこと 

 

（        ）さんの評価 

 

 

 

 

 

 

 

評価を聞いて気付いたこと 

 

（        ）さんの評価 

 

 

 

 

 

 

 

評価を聞いて気付いたこと 

 

（        ）さんの評価 

 

 

 

 

 

 

 

評価を聞いて気付いたこと 
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プリント④ 確認シート２－２ 

まとめ（活動を振り返って自分の考えをまとめよう） 

資料１～３の評価について，グループで話し合ったことをまとめよう 

（友人の発表を聞いて自分の評価を変更する場合は，その点もしっかり記載しよう） 

資料１ 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

 

 

 

 

 

 

本活動で身に付いたこと，気付いたことをまとめよう 

 

 

 

 

 

本単元を学習し，今後の生活に向けて生かそうと考えたことをまとめよう 
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１ 単元の目標 

(1) 言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあることを理解することができる。 

〔知識及び技能〕(1)ア 

(2) 自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現し

たいことを明確にすることができる。                 〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ア 

(3) 言葉が持つ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

 言葉の働きによって生まれ，継がれ，発展してきた日本文化のよさや味わいを吟味し，プレゼンテ

ーションソフトでまとめる。          （関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(2)ア） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

言葉には，文化の継承，発展，

創造を支える働きがあること

を理解している。（(1)ア） 

「書くこと」において，自分の

知識や体験の中から適切な題

材を決め，集めた材料のよさや

味わいを吟味して，表現したい

ことを明確にしている。（Ａ(1)

ア） 

学習課題に沿って，言葉の働き

によって支えられている日本

文化のよさや味わいを粘り強

く吟味し，表現したいことを明

確にしようとしている。 

 

４ 指導と評価の計画（全５単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○ 単元の目標と進め方，言語活動の詳細及び評価の観点を把

握し，学習の見通しをもつ。 

○ 文化とは何か，辞書等で調べ，ワークシートに転記する。 

○ 文化の継承，発展，創造の違いをぺアで話し合う。 

○ 言葉には，どのような働き（機能）があるか考察し，全体

で知識を共有する。 

○ 文化の継承，発展，創造を支える言葉の働き（機能）につ

いて，具体的な文化を例示しながら，自らの考えをワーク

シートに記述する。 

［知識・技能］ 「記述の確

認」 

２ 

○ 文化遺産としての日本語や言葉としての日本文化の例を

ワークシート（イメージマップ）に記述する。 

○ 取り上げる日本文化を決定する。 

○ 日本文化のよさや味わいをワークシート（Ｌ型マトリクス

［思考・判断・

表現］ 

「記述の分

析」 

国語科  事例６（言語文化）「Ａ書くこと」 

「自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集めた材料のよさや味わいを吟味して，表現し

たいことを明確にすること。」 

単元名  

日本文化のよさや味わいを吟味しよう 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕 (1)言葉の特徴や使い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ａ書くこと」 
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表）に記述する。 

３ 

○ プレゼンテーションソフトを用いて，日本文化のよさや味

わいを伝えるスライドを作成する。 

○ 本単元の学習活動の振り返りを行う。 

［主体的に学

習に取り組む

態度］ 

「記述の分

析」 

 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

○ 単元の目標と進め方，言語

活動の詳細及び評価の観点

を把握し，学習の見通しを

もつ。 

 

 

 

 

 

○ 文化とは何か，辞書等で調

べ，ワークシート①に転記

する。 

○ 文化の継承，発展，創造の

違いをペアで話し合う。ワ

ークシート①に，話し合い

を通じて確認された内容を

メモする。 

○言葉には，どのような働き

（機能）があるかを考察し

てワークシート①に箇条書

きし，その後，グループ及び

全体で知識を共有する。 

 

 

 

 

 

○ 文化の継承，発展，創造を

支える言葉の働き（機能）に

ついて，具体的な文化を例

示しながら，自らの考えを

ワークシート①に記述す

る。 

・本単元の言語活動を以下の通り

三つの活動に展開し，単元の目

標・評価基準を確認する。 

 

 

 

 

 

 

・言葉もまた文化であり，それ自

体が文化遺産として継承され

ていることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

・可能な限り生徒たちの言葉で，

言葉の働き（機能）の内実を捉

えさせる。例えば，以下の働き

（機能）が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

・言葉のどのような働きが，文化

の継承，発展，創造を支えてい

るかが，明確に分かる記述とな

るように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知識・技能］ 

「記述の確認」ワークシー

ト① 

・言葉には，文化の継承，

発展，創造を支える働き

があることを理解でき

ているかを確認する。 

２ 

○ 文化遺産としての日本語

や日本文化の例をワークシ

ート②（イメージマップ）に

記述する。 

○ 取り上げる日本文化を決

・学習の見通しをもって，アイデ

アを関連づけたり，イメージを

広げたりすることが大切であ

ることを伝える。 

 

［思考・判断・表現］ 

「記述の分析」 

ワークシート②（イメージ

マップ），③（L型マトリク

ス表） 

【本単元の言語活動】の展開 

（１）言葉の働きによって生まれ，継がれ，発展してきた日本文化の 

（２）よさ（文化的価値）や味わい（受け手に与える感慨や感動）を吟味し， 

（３）プレゼンテーションソフトでまとめる。 

【言葉の働き（機能）】例 

（１）主情的機能 （２）詩的機能 （３）働きかけ機能 （４）交話的機能 

（５）指示的機能 （６）メタ言語的機能  （７）内言語機能 

（平成２８年３月３日 教育課程部会 言語能力の向上に関する特別チーム 資料３より） 
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定する。 

○ 決定した日本文化の用例

や題材のよさや味わいを，

ワークシート③（Ｌ型マリ

クス表他）に記述する。 

 

・Ｌ型マトリクス表を用いて多角

的に分析したり，比較したり，

整理したりすることを通じて，

選択した文化のよさや味わい

を吟味するように指示する。 

・「書くこと」において，

自分の知識や体験の中

から適切な題材を決め，

集めた材料のよさや味

わいを吟味して，表現し

たいことを明確にして

いるかを分析する。 

３ 

○ プレゼンテーションソフ

トを用いて，⑴伝えたい日

本文化，⑵そのよさや味わ

い，⑶よさや味わいを見出

した根拠の３点をスライド

にまとめる。 

○ 本単元の学習活動を振り

返り，ワークシート④（振り

返り）に記入する。 

・構成をどうするか，何について

どの程度説明するか等を考え，

表題と最大４枚のスライドで

まとめるように指示する。 

・視覚情報を盛り込む等，表現上

の工夫をするように指示する。 

・振り返りの際には，学習課題に

沿って，目標の達成状況を評価

させ，評価の論拠や今後の活動

に生かしたい点，今後改善した

い点も記述させる。 

「記述の分析」 

ワークシート①～④，スラ

イド資料 

・学習課題に沿って，文化

の継承，発展，創造を支

える言葉のよさや味わ

いを粘り強く吟味し，表

現したいことを明確に

しようとしているかを

分析する。 

 

《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価 

 ［知識・技能］の「言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働きがあることを理解することが

できる」状況を，「文化の継承，発展，創造を支える言葉の働きを，具体的な文化を例示しながら説明

している」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第１次に評価した。 

 例えば，生徒Ｄは，【生徒Ｄのワークシート①の記述の一部】のように，具体例として「俳句」を取

り上げ，連歌・俳諧から「生まれた文化」と捉えている。その上で，「俳句」と連歌・俳諧を比較し，

付合が連続する前者と「五七五」の定型という後者の差異を指摘している。「俳句」の形式と連歌の発

句の一致を重視し，生徒が指摘する差異を共通点として捉え直すこともできようが，言語の「詩的機

能」に分類される「五七五」のリズムの前景化によって文化の継承，発展，創造が果たされたとする

生徒の立場をはっきりと読み取ることができる。これらから，評価規準を満たしていると判断し，「お

おむね満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 

【生徒Ｄのワークシート①の記述の一部】 

 

一方，生徒Ｅは，【生徒Ｅのワークシート①の記述の一部】のように，文化の「継承」が，「指示的

機能」という言葉の働きによって果たされることを明言している。しかしながら，「指示的機能」とは，

具体的に，言葉のどのような働きを指すのか等の説明を欠いている。そのため，言葉が文化の「継承」
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にどのような役割を果たしているかを読み取って評価することができない。このことから，言葉の働

きを説明できていないと判断し，「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した。言葉の「指示的機能」（言

葉によって世界を解釈し，描写し，記録する機能）がアイヌ語の「継承」に貢献するという考え方や，

「消滅の危機」という状況から言語による不可欠な働きかけを考察しようとする観点の斬新さは認め

つつも，アイヌ語の「継承」に貢献する，言葉の「指示的機能」の具体的な説明を欠いていることを

確認させた。Ｂを実現するための具体的な手立てとして，最初の一文や最後の一文に必要な説明を加

えたり，書き換えたりするように助言した。 

【生徒Ｅのワークシート①の記述の一部】 

 
 

（２）［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］の「『書くこと』において，自分の知識や体験の中から適切な題材を決め，集め

た材料のよさや味わいを吟味して，表現したいことを明確にしている」状況を，「イメージマップでア

イデアを広げて決定した題材（日本文化）のよさや味わいを，Ｌ型マトリクス表を用いて吟味し，ワ

ークシートに要点をまとめている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第２次に評価し

た。 

 例えば，次の【生徒Ｆのワークシート②（イメージマップ）の記述の一部】において，生徒Ｆは，

自分の知識や体験から秋の美を５点（「虫の音」「秋風」「紅葉・黄葉」「月」「夕暮れ」）挙げ，同様の

美を謳う用例と関連付けている。また，【生徒Ｆのワークシート③（Ｌ型マトリクス表）の記述の一部】

において，生徒Ｆは，題材を定め，表現したいことを明確にするために情報を精選し，その用例（材

料）のよさや味わいを他と比較しながら吟味している。このことから，評価規準を満たしていると判

断し，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 

【生徒Ｆのワークシート②（イメージマップ）の記述の一部】
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【生徒Ｆのワークシートの記述の一部（Ｌ型マトリクス表）】 

 

 

（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

 ［主体的に学習に取り組む態度］の「学習課題に沿って，言葉によって支えられている文化のよさ

や味わいを粘り強く吟味し，表現したいことを明確にしようとしている」状況を，「様々なワークシー

トを用いて日本文化のよさや味わいを粘り強く検討し，プレゼンテーションソフトを用いて，表現し

たいことを明確に伝えるという学習活動を振り返っている」姿（「おおむね満足できる状況」（Ｂ））と

捉え，第３次に評価した。 

 一方，活動に対する単なる感想や学習活動の記録に留まる生徒に対しては，自らの学習の調整をし

たか否かをワークシート④（振り返り）からは読み取ることができないことから，「努力を要する」状

況（Ｃ）と評価した。Ｃと評価した生徒に対しては，Ｂを実現するための具体的な手立てとして，学

習過程を振り返らせ，言語化させた。具体的には，以下に示したような振り返りをするに促し，その

振り返りの過程で気付いた，次の単元の学習活動に生かしたい学びや改善したい課題も併せて，ワー

クシート④（振り返り）に記述し直すように助言した。 

・第１次で得た，「文化」と「言語の役割」に関する知識は，第２や３次の活動にどのように生かすこ

とができたか。 

・イメージマップからＬ型マトリクス表へ，Ｌ型マトリクス表からプレゼンテーションソフトへと情

報を整理し直す際にどのようなことに苦労し，どのように学習を調整して，問題を解決したか。 

・イメージマップからＬ型マトリクス表へ，Ｌ型マトリクス表からプレゼンテーションソフトへと情

報を整理し直す際に工夫したことは何か。 
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  「言語文化」ワークシート①（文化と言葉） 

 

 

（   ）ＨＲ 氏名（           ） 

【本単元の言語活動】 

言葉の働きによって創造・継承され，発展してきた日本文化のよさや味わいを吟味し，プレゼンテーシ

ョンソフトでまとめる。 

 

【活動１ 文化を支える言葉の働き】 

○文化とは何か。辞書等で調べたことを書き込もう。【個人】 

  

  

  

  

  

●文化の継承・発展・創造の違いを確認しよう。【ペア】 

【メモ】 
 

○言葉（書き言葉・話し言葉）の働き（機能）を箇条書きしよう。【グループ・全体】  

   

   

   

   

   

   

   

   

○文化の継承・発展・創造は，言葉のどのような働き（機能）によって支えられているか，具体例を

挙げながら，自らの考えを記述せよ. 
 

   

   

   

   

   

   

   

  

 

【単元名】 日本文化のよさや味わいを吟味しよう 
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「言語と文化」ワークシート③（Ｌ型マトリクス表）

比較・分析・整理を通じて分かったこと・表現したいことの要点等【メモ】

【単元名】　日本文化のよさや味わいを吟味しよう

（　　）ＨＲ（　　）番　氏名（　　　　　　　　　　）

【本単元の言語活動】言葉の働きによって生まれ，継がれ，発展してきた日本文化のよさや味わいを吟味し，プレゼンテーションソフトでまとめる。

【活動２　日本文化のよさや味わいを吟味する】

選択した日本文化

比
　
較
　
対
　
象

（　有形・無形　）

比　較　・　分　析　の　観　点
自由に分割してください。→

↓ 成立年代
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１ 単元の目標 

(1) 文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解できる。 

〔知識及び技能〕(1)エ 

(2) 自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語句など 

の表現の仕方を工夫できる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)イ 

(3) 言葉がもつ可能性への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ， 

我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度 

を養う。 

「学びに向かう力，人間性等」 

 

 

２ 本単元における言語活動 

 自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの表 

現の仕方を工夫しながらクラスの魅力を伝える。 

（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(2)ア） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文章の意味は，文脈の中で形成

されることを理解している。

（(1)エ） 

「書くこと」において，自分の

体験や思いが効果的に伝わる

よう，文章の種類，構成，展開

や，文体，描写，語句などの表

現の仕方を工夫している。（Ａ

(1)イ） 

自分の知識・体験の中から適切

な題材を決定し，粘り強く吟味

することを通して，表現したい

ことを明確にし，自分の思いが

伝わるよう自らの学習を調整

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科  事例７（言語文化）「Ａ書くこと」 

「自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語句など 

の表現の仕方を工夫すること。」 

単元名 

自分の思いを相手に効果的に伝えよう 

 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ａ書くこと」 

-44-



４ 指導と評価の計画（全５単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確認し，「このクラスの魅力」につ

いて文章を書くという見通しをもつ。 

○ 小説「羅生門」の冒頭部を詩歌，随筆，戯曲に書き換える。 

 （「ある日の暮れ方～雨のふるのを眺めていた。」）。 

○ ①詩歌，②随筆，③戯曲の担当に分かれ，書き換えを行う。 

○ 書き換え後，グループで発表し合い，原文の文脈を壊さな

いようにしながら他の種類の文章に書き換える際の注意点

を相互に話し合う。 

○ 他のグループの作品を鑑賞する。 

○ 相手に効果的に伝えるためには，構成，展開，文体，描写

等に注意すべきであることを知る。 

○ 自分たちの作品が効果的な構成，展開，文体，描写等であ

ったかグループごとに話し合う。 

○ グループごとに，話し合った内容を発表する。 

［知識・技能］ 「記述の点

検」 

２ 

○ 主題文を書く。 

○ 文章の種類を決定し，主題に沿って文章化する。 

○ 三人一組になり，完成した作品を回し読みした後，自作を

解説する。選択した文章の種類に基づいた効果的な構成や

表現であったかを話し合う。 

○ 話し合いメモも参考にしながら作品を完成し，共有ファイ

ルに入力する。 

［思考・判断・

表現］ 

「記述の分

析」 

３ 

○ 共有ファイルに保存された作品を互いに鑑賞し，評価す

る。 

○ 振り返りシートを記入し，単元で得た学びを確認する。 

 ＊後日，紙媒体の作品集に製本する。 

［主体的に学

習に取り組む

態度］ 

「記述の分

析」 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確

認し，「このクラスの魅力」

について文章を書くという

見通しをもつ。 

 

 

 

○ 小説「羅生門」の冒頭部を

詩歌，随筆，戯曲に書き換え

る。 

 （「ある日の暮れ方～雨のふ

るのを眺めていた。」）。 

 

 

 

○ ①詩歌，②随筆，③戯曲の

担当に分かれ，書き換えを

行う。 

・一年間のクラスメイトとのクラ

スづくりを振り返り，クラスに

はどのような魅力があるかを

互いに伝え合い，その魅力を再

認識し，次年度のクラスづくり

に生かす活動であることを確

認する。 

・詩歌は短歌，俳句，詩，漢詩な

ど自由とする。 

・戯曲には馴染みのない生徒もい

るので，他の作品を紹介する。 

・原文の文脈を壊さないようにし

ながら読み手に効果的に伝え

るためにはどのような工夫が

必要か確認し，注意を促す。 

・①，②，③をそれぞれ担当する

生徒に分け，グループを作る。

（各グループ三人） 

 

 

 

 

 

［知識・技能］ 

「記述の点検」共有ファイ

ルに保存されたデータ文

書 

・文章の意味は，文脈の中

で形成されることを理

解しているかを点検す

る。 
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○ 書き換え後，グループで発

表し合い，原文の文脈を壊

さないようにしながら他の

種類の文章に書き換える際

の注意点を相互に話し合

う。 

○ 他のグループの作品を鑑

賞する。 

○ 相手に効果的に伝えるた

めには構成，展開，文体，描

写等に注意すべきであるこ

とを知る。 

○ 自分たちの作品が効果的

な構成，展開，文体，描写等

であったかグループごとに

話し合う。 

 

○ グループごとに，話し合っ

た内容を発表する。 

・書き換えはパソコン，タブレッ

ト端末を使用させ，共有ファイ

ルに保存するよう指示する。 

・話し合いの内容を他グループに

伝えられるようにまとめこと

を伝える。 

・文章の意味は，文脈の中で形成

されることを理解させる。 

 

・共有ファイル内の作品を鑑賞さ

せる。 

・構成，展開，文体，描写等につ

いて教員が説明する。 

 

 

・自分たちの作品を振り返り，ど

のような構成や文体等にすれ

ばさらに良くなったかを確認

させ，注意点としてまとめるよ

う促す。 

・文章の種類に応じた構成，展開，

文体，描写，文脈等についての

注意点を発表させる。 

・聞き手には簡単にメモを取らせ

る。 

２ 

○ 主題文を書く。 

 

 

 

○ 文章の種類を決定し，主題

に沿って文章化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 三人一組になり，完成した

作品を回し読みした後，自

作を解説する。選択した文

章の種類に基づいた効果的

な構成や表現であったかを

話し合う。 

○ 話し合いメモも参考にし

ながら作品を完成し，共有

ファイルに入力する。 

・クラスのどのような点が魅力な

のか，主題文を決定することを

説明する。（「このクラスの魅力

は○○だ。」） 

・前次に理解した詩歌，小説，随

筆，戯曲の特徴を踏まえた上で

文章の種類を決定するよう指

示する。 

・相手に効果的に伝わるように構

成，展開，文体，描写，文脈等

に注意するよう促す。 

・作品はパソコン，タブレット端

末を使用させ，共有ファイルに

保存するよう指示する。 

・話し合いの内容をメモし，作品

の改善に生かすよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思考・判断・表現］ 

「記述の分析」共有ファイ

ルに保存されたデータ文

書 

・自分の体験や思いが効

果的に伝わるよう，文章

の種類，構成，展開や，

文体，描写，語句などの

表現の仕方を工夫して

いるかを分析する。 
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３ 

○ 共有ファイルに保存され

た作品をお互いに鑑賞し，

評価する。 

 

 

○ 振り返りシートを記入し，

単元で得た学びを確認す

る。 

 ＊後日，紙媒体の作品集に

製本する。 

・パソコン，タブレット端末から

共有ファイル内の作品を相互

に鑑賞させるとともに評価シ

ートを使用して評価するよう

指示する。 

・次回の書く活動に向けて，今回

の単元での学びをどのように

生かすかを記入させる。 

［主体的に学習に取り組

む態度］「記述の分析」ア

ンケートデータ機能によ

るデータ 

・自分の知識・体験の中か

ら適切な題材を決定し，

粘り強く吟味すること

を通して，表現したいこ

とを明確にし，自分の思

いが伝わるよう自らの

学習を調整しようとし

ているかを分析する。 

 

《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価 

 ［知識・技能］の「文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解している」状況を，「原文の文

脈を壊さないようにしながら，他の文章の種類に書き換えて文書ファイルに入力している」姿（「おお

むね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第１次に評価した。 

 例えば，戯曲を担当した生徒Ｄは，【共有ファイルの記述の一部】において，「『自分が生きる意味は

何なのか』と誰に対するともなくつぶやく。」と羅生門の下で下人が雨のやむのを待つ場面において，

原文には明記されない主人公の心情を現在の状況や今後の展開を踏まえながら，文脈を壊すことなく

書き換えていたことから， 評価規準を満たしていると判断し，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と

評価した。 

また，詩歌を担当した生徒Ｅは， 【共有ファイルの記述の一部】において，「荒れ果てて 顧みら

れず 羅生門」と羅生門の状況を俳句に書き換えた。羅生門の状況描写に特化してしまい，荒れ果て

た羅生門の下でなぜ下人が雨やみをしなければならないのかという次の段落への展開を踏まえる原文

の文脈が捉えられておらず，その点が不十分であった。このことから，原文の文脈の流れが踏まえら

れていないと判断し，「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した。Ｃと評価した生徒に対しては，この後

の展開を踏まえた時に俳句に盛り込まれなければならない内容を再検討することと，季語が欠落して

いたので，場面から季節を推測するよう助言した。 

（２）［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］の「『書くこと』において，自分の体験や思いが効果的に伝わるよう，文章の

種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの表現の仕方を工夫している」状況を，「自分の体験や思

いが効果的に伝わるよう，文章の種類，構成，展開や，文体，描写，語句などの表現の仕方を工夫し

て，クラスの魅力を文書ファイルに入力している」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，

第２次に評価した。 

例えば，生徒Ｆは，「このクラスの魅力は一致団結する力だ」という「主題文」に沿って入力した【共

有ファイルの記述の一部】において，「青春の ダンスを踊り 文化祭 クラスの力 ここに示せり」

という文化祭の一シーンを感じさせる短歌を作ったが，その後三人一組になって完成した作品を回し

読みした際に，生徒Ｇからは「一致団結という様子があまり伝わらない」，生徒Ｈからは「『文化祭』

が真ん中に挟まれることで，クラスのどの活動の場面かスッと頭に入ってこなかった」とのコメント

をそれぞれから受け，「文化祭 みんなの息を 重ね合い ここに極める 我らがダンス」と「一致団

結」する要素を追加するとともに，クラスのどの場面のことか明確になるよう言葉を入れ替え，「主題

文」の内容にさらに沿った作品へと修正した。これらから，評価規準を満たしていると判断し，「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 
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（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

 ［主体的に学習に取り組む態度］の「自分の知識・体験の中から適切な題材を決定し，粘り強く吟

味することを通して，表現したいことを明確にし，自分の思いが伝わるよう自らの学習を調整しよう

としている」状況を，「知識や体験の中から適切な題材を決定し，粘り強く吟味することを通して，表

現したいことを明確にし，自分の思いが伝わるよう自らの学習を調整し，クラスの魅力を文章化した

かどうかについて振り返り，アンケートデータ機能を用いて入力している」姿（「おおむね満足できる」

状況（Ｂ））と捉え，第３次に評価した。 

 文章の意味は，文脈の中で形成されることの理解度，自分の思いを効果的に伝えるための工夫，こ

の単元を振り返っての課題や次回の「書く」活動に向けて今回の取り組みをどのように生かすかの３

点を評価した。 

 例えば，【生徒Ｉのアンケートデータ機能による振り返りシートの記述】内での，「下人の置かれた

場所の問題だけではなく，この後の展開を考慮すると，無音の中にあえて蟋蟀の鳴き声を響かせた方

がひとりぼっちの下人の心情がより効果的に表せることに気付いた」（傍線部）との記述から文脈を考

慮した上での文章表現の重要さに気付いている。また，「風景描写を効果的に生かす小説ならではの作

品になったのだとうれしくなった」（波線部）とクラスの魅力を効果的に伝えるために，風景描写を巧

みに利用したことや文章の種類を小説にすることの意義にまで言及していた。さらに，「できあがった

作品を友人に読んでもらい評価を受けたが，こちらが想定したように読んでくれた部分とこちらの想

定とは違う読み方をされた部分があった。この評価を参考に，次回の活動では相手に効果的に伝わる

よう文脈に気をつけながら書きたい」（二重傍線部）との記述が見られた。これらから，自分の思いが

効果的に伝わるように展開や文脈に気をつけ，粘り強く試行錯誤しながら推敲した今回の取り組みを

次回に生かそうとする意欲を読み取ることができた。こうしたことから，評価規準を満たしていると

判断し，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価した。 

【生徒Ｉのアンケートデータ機能による振り返りシートの記述】 

文脈の重要さで気付いたことや理解したこと 

原文を戯曲に書き換えた際に，羅生門周辺には下人以外誰もいないので，その様子を『無音』であ

ると記述した。しかし，実は蟋蟀が一匹いることに後から気付き，下人の置かれた場所を効果的に

表すために蟋蟀をどう生かすかに悩み，結局『蟋蟀が円柱にとまっている』と原文と同じ描写にし

てしまった。他の人の書き換えを読み，改めて考えてみると下人の置かれた場所の問題だけではな

く，この後の展開を考慮すると，無音の中にあえて蟋蟀の鳴き声を響かせた方がひとりぼっちの下

人の心情がより効果的に表せることに気付いた。 

自分の思いを効果的に伝えるために工夫したこと 

風景描写の中に，次の展開の伏線や象徴を入れてみたところ，できあがった作品を読んだ他の生徒

から「何気なく読み飛ばしていたゴミ箱の描写に，実は自律したクラスの在り方がさりげなく象徴

化されていたことが最後に明かされて驚いた」という感想をもらい，風景描写を効果的に生かす小

説ならではの作品になったのだとうれしくなった。 

単元の学びを振り返って（課題や今後に向けて） 

…………頭の中で考えていた構想も，いざ書こうとする段になると自分の伝えたいことの文脈がね

じれてしまい，どの順番で書いていけば自分の思いが読み手に効果的に伝わるかを何度も再考し

た。何とかできあがった作品を友人に読んでもらい評価を受けたが，こちらが想定したように読ん

でくれた部分とこちらの想定とは違う読み方をされた部分があった。この評価を参考に，次回の活

動では相手に効果的に伝わるよう文脈に気をつけながら書きたい。 
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１ 単元の目標 

(1) 我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解することができ

る。 

〔知識及び技能〕(2)ア 

(2) 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(1)イ 

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我

が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 

 

２ 本単元における言語活動 

  古文の文学的な文章を読み，文章に表れているものの見方，感じ方，考え方についてワークシー

トにまとめたり，グループで話し合ったりする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

我が国の言語文化の特質や我

が国の文化と外国の文化との

関係について理解している。 

（（2)ア） 

「読むこと」において，作品や

文章に表れているものの見方，

感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈している。（Ｂ(1)イ） 

文章に表れているものの見方，

感じ方，考え方について，グル

ープでの話し合いをもとに，自

分の考えをレポートにまとめ

る活動を通して，積極的に学習

に取り組み，我が国の言語文化

の特質について理解を深め，学

習課題に沿って，自分のものの

見方，考え方，感じ方を広げよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科  事例８（言語文化）「Ｂ読むこと」 

「作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈すること。」 

単元名 

叙述から，筆者のものの見方・感じ方・考

え方を読みとろう 

 

内容のまとまり 

〔知識及び技能〕(2)我が国の言語文化に関する事項 

〔思考力，判断力，表現力等〕「Ｂ読むこと」 
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４ 指導と評価の計画（全７単位時間） 

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確認し，「作品に表れる作者のもの

の見方，感じ方，考え方を読みとる」という学習の見通し

をもつ。 

 

○ 日記の役割，仮名による表記の獲得等，当時の状況を理解

する。 

 

○ 従来の記録的な日記とは異なる，「日記文学」という新し

いジャンルの創造としての「土佐日記」という作品の文学

的価値について理解する。 

 

［知識・技能］ 「記述の確

認」 

２ 

○ 作品「門出」を取り上げ，登場人物や情景に関する叙述を

もとに，登場人物の特徴や描かれ方，人間関係について，

個人でノートにまとめる。 

 

○ 作品「帰京」を取り上げ，前半と後半の心情をそれぞれ

確認した上で，作者の心情変化について気がついたことを

個人でノートにまとめ，まとめた内容を基にグループで話

し合い，ワークシートにまとめる。 

 

 

○ 個人でまとめた内容を基に， 作者の「ものの見方，感じ

方，考え方」について，ワークシートにまとめる。 

 

 

［思考力・判

断力・表現力］ 

 

「記述の確

認」 

 

３ 

〇 グループ活動で共有したことを参考にして，作品に表れる

作者の「ものの見方，感じ方，考え方を読みとる」という

課題について，作品の中から自分で着眼点を定めて，レポ

ートをまとめる。 

 

〇 レポートの「振り返り」欄に，単元を通して得た学び等に

ついて記述する。 

［主体的に学

習に取り組む

態度］ 

「記述の分

析」 

【単元の流れ】 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

○ 単元の目標や進め方を確

認し，「作品に表れる作者の

ものの見方，感じ方，考え方

を読みとる」という学習の

見通しをもつ。 

 

○ 日記の役割，仮名による表

記の獲得等，当時の状況を

理解する。 

○ 従来の記録的な日記とは

異なる，「日記文学」という

・現代の私的な「日記」は，母語

をそのまま表記する文字を獲

得したことにより可能となっ

たことに気がつくように，資料

等を提示して理解を深めさせ

る。 

・国語便覧等を用いて，万葉仮名

と平仮名表記の違い等を確認

させる。 

・文学史年表等を用いて，「土佐日

記」の文学的価値について確認

［知識・技能］ 

「記述の確認」ワークシー

ト 

・我が国の言語文化の特

質や我が国の文化と外国

の文化との関係について

理解しているかを，ワー

クシートで確認する。 
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新しいジャンルの創造とし

ての「土佐日記」という作品

の文学的価値について理解

する。 

 

させる。また，平安時代の日記

文学についても確認する。 

２ 

○ 作品「門出」を取り上げ

登場人物の特徴や人物の描

かれ方，人間関係につい

て，個人でノートにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 作品「帰京」を取り上げ 

前半と後半の心情をそれぞ

れ確認した上で，作者の心

情変化について気がついた

ことを個人でノートにまと

め，まとめた内容を基にグ

ループで話し合い，ワーク

シートにまとめる。 

 

○ 個人でまとめたノートの

内容を基に， 作者の「もの

の見方，感じ方，考え方」に

ついて，ワークシートにま

とめる。 

 

・人物相互の人間関係を把握する

ために，必要な語句の意味，文

語のきまりを確認する。 

・必要に応じて文脈上の意味や和

歌の修辞法などにも注意しな

がら，内容を捉えるように促

す。 

・登場人物の人間関係を適切に把

握するためには，どのような点

に注意して作品を読む必要が

あるのかについて，個人で考え

させる。 

・現代語訳を適宜取り入れ，生徒

が古典に抵抗感を抱かないよ

うに配慮する。 

 

・本文中の心情表現や情景描写等

に注目させる。 

・話し合いの際には，効果的な話

し合いになるよう，ワークシー

トに書いた自分の記述を基に

発表するように促す。 

・自分と違う意見については必ず

メモをさせ，自分のものの見方

考え方が広がるように促す。 

・本文全体を読み返し，筆者のも

のの見方，感じ方，考え方が表

れている箇所に線を引かせ，ど

のようなものの見方等をして

いるかワークシートにまとめ

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思考力・判断力・表現力］ 

「記述の確認」ワークシー

ト 

・作品や文章に表れてい

るものの見方，感じ方，

考え方を捉え，内容を解

釈しているか確認する。 

※最終的には，第３次に総

括的に評価する。 
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３ 

〇 作品に表れる作者の「もの

の見方，感じ方，考え方を読

みとる」という課題につい

て，作品の中から自分で着眼

点を定めて，レポートにまと

める。（第２次のグループの

話し合いで共有したこと等

を参考にする。） 

 

 

〇 レポートの「振り返り」欄

に単元を通して得た学び等

について記述する。 

・生徒自身が着眼点を見つけられ

るように，筆者の感性や感情が

描かれている箇所などに注目

するよう促す。 

・レポートにまとめる際には，必

ず本文の叙述を根拠にして書

くように指導する。 

 

 

 

・振り返り欄には単元を通じて考

察したことについて，目標にそ

って振り返るよう促す。 

 

［主体的に学習に取り組

む態度］ 

「記述の分析」レポート 

・文章に表れているもの

の見方，感じ方，考え方に

ついて，グループでの話し

合いをもとに，自分の考え

をレポートにまとめる活

動を通して，積極的に学習

に取り組み，我が国の言語

文化の特質について理解

を深め，学習課題に沿っ

て，自分のものの見方，考

え方，感じ方を広げようと

しているかを分析する。 

《本授業例における評価の実際》 

５ 観点別学習状況の評価の進め方 

（１）［知識・技能］の評価 

 ［知識・技能］の「我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解す

ることができる。」状況については，「万葉仮名と平仮名の表記方法の違いや歴史的な背景を具体的に

理解し，当時の日記の役割や『土佐日記』という作品の文学的価値について理解している」姿を「お

おむね満足できる」状況（Ｂ）」と捉え，第１次に評価した。評価にあたっては，ワークシート（作業

シート）を生徒に配布し，記述の確認を行い評価した。 

 

【生徒Ｄのワークシート（作業シート）の記述例（一部）】 

 

「
万
葉
仮
名
」「
ひ
ら
が
な
」
の
表
記
の
違
い
を
確
認
し
よ
う
。 

 

山
上
憶
良
の
「
銀
も
金
も
～
」
の
和
歌
に
つ
い
て
、「
万

葉
仮
名
」
と
「
ひ
ら
が
な
」
で
、
そ
れ
そ
れ
書
い
て
み
よ

う
。（
国
語
便
覧
に
あ
り
ま
す
） 

 

・「
万
葉
仮
名
」 

銀
母 

金
母
玉
母 

奈
尓
世
武
尓 

麻
佐
礼
留
多
可
良 

古
尓
斯
迦
米
夜
母 

 

・「
ひ
ら
が
な
」 

 
 

し
ろ
が
ね
も 

く
が
ね
も
た
ま
も 

 

な
に
せ
む
に 

 

ま
さ
れ
る
た
か
ら 

こ
に
し
か
め
や
も 

 

・
山
上
憶
良
の
歌
を
「
万
葉
仮
名
」
と
「
ひ
ら
が
な
」
を
両

方
で
書
い
て
気
付
い
た
こ
と
を
書
こ
う
。 

 

自
分
の
思
い
を
漢
字
だ
け
で
書
く
の
は
少

し
堅
苦
し
く
難
し
い
な
と
思
っ
た
。
和
歌
は

ひ
ら
が
な
で
書
く
の
が
い
い
と
思
っ
た
。 

                   

（２）［思考・判断・表現］の評価 

［思考・判断・表現］については，第１次で確認した〔知識及び技能〕を活用して，作品や文章に現

れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈しているかどうか，その力を身に付けてい

るかどうかを評価した。その際，第２次ではワークシートを用いたが，第３次のレポートの記述の分

析も含めて，総括的に評価することとした。 
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「『読むこと』において，作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈

している。」状況を，「作者の心情表現について，個人で気付いた内容を基にグループで話し合い，そ

れを踏まえて作者の『ものの見方，感じ方，考え方』について，自分の考えを深めている」姿（「おお

むね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第２次に評価した。なお，教師が評価する際に，生徒の思考の

過程が分かるようなワークシートとした。 

 

【生徒Ｅワークシート（作業シート）の記述例（一部）】 

作
者
の
心
情
に
つ
い
て 

・「
門
出
」
の
場
面 

作
者
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

か
。
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
書
こ
う
。 

  

作
者
が
土
佐
を
離
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
人

に
旅
立
ち
を
見
送
ら
れ
、
人
々
は
名
残
惜
し
そ
う
に

遅
く
ま
で
騒
い
で
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
作
者
は
人

望
が
あ
り
多
く
の
人
に
好
か
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。 

    

・「
帰
京
」
の
場
面 

作
者
の
心
情
に
つ
い
て
時
間
に
沿
っ
て
ま
と
め
よ
う
。 

京
都
の
町
に
到
着
し
て
嬉
し
く
思
っ
た
。 

 
 

↓ 

荒
れ
果
て
た
自
宅
を
見
た
と
き
は
、
管
理
を
お
願
い

し
て
い
た
隣
人
を
薄
情
だ
と
思
っ
た
。
で
も
お
礼
は

し
よ
う
と
思
っ
た
。 

 
 

↓ 

荒
れ
果
て
た
庭
に
新
し
い
小
松
が
混
ざ
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
死
ん
だ
娘
を
思
い
悲
し
く
思
っ
た
。 

 
 

↓ 

心
が
通
じ
合
っ
て
い
る
妻
と
和
歌
を
詠
ん
だ
が
、
簡

単
に
忘
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
心
が
慰
め
ら
れ
な

か
っ
た
。 

     

・
作
者
の
も
の
の
見
方
考
え
方
感
じ
方
に
つ
い
て
あ

な
た
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
か
。 

          

「
門
出
」 

場
面 

土
佐
の
国
司
の
任
期
を
終

え
た
作
者
が
船
で
旅
立
つ

前
に
、
送
別
の
宴
を
し
て
も

ら
う
場
面 

登
場
人
物 

・
作
者 

・
人
々
（
長
い
間
親
し
く
し

て
い
た
人
々
） 

・
藤
原
の
と
き
ざ
ね 

・
八
木
の
や
す
の
り 

・
講
師 

  

「
帰
京
」 

場
面 

土
佐
か
ら
久
し
ぶ
り
に
京

都
の
家
に
帰
っ
て
き
た
場

面 登
場
人
物 

・
作
者 

・
お
供
の
人
々 

・
船
人 

・
子 

・
心
が
通
じ
合
っ
て
い
る
人

（
妻
） 

 

 

（３）［主体的に学習に取り組む態度］の評価 

［主体的に学習に取り組む態度］については，「文章に表れているものの見方，感じ方，考え方につい

て，グループでの話し合いをもとに，自分の考えをレポートにまとめる活動を通して，積極的に学習

に取り組み，我が国の言語文化の特質について理解を深め，学習課題に沿って，自分のものの見方，

考え方，感じ方を広げようとしている。」状況を，「作者のものの見方，感じ方，考え方や我が国の言

語文化の特質について粘り強く検討し理解を深め，自分のものの見方，考え方，感じ方を広げながら

レポートにまとめている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え，第３次で評価した。生徒

Ｆのレポートは，作者の隣人に対する態度や家の中に小松を見つけたときのふるまいから，作者のも

のの見方や考え方を結びつけて読み取ろうとしており，また，当時の人々にとっての「和歌」の存在

についても的確に捉え書いていることから，「おおむね満足できる」状態（Ｂ）と判断した。一方，作

者の帰京の際の行動や発言についてただ単に感想を述べるにとどまり，自らの学習を振り返ることが

できていない生徒については，「努力を要する状況」（Ｃ）と判断した。Ｃと判断した生徒については，

グループでの話合いや，ワークシートの記述を振り返り，作者の帰京の際の心情の変化等について本

文をもう一度読んで確認させ，作者のものの見方考え方が現れている箇所についてもう一度まとめて

確認するように助言した。最後に，この単元で学習したことを今後の学習や生活につなげるように助

言した。 
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【生徒Ｆのレポート】 

「作者の自制心」 

京都の自宅にやっとの思いで帰ってきた時に，隣人に管理を頼んでいた自宅がひどく壊れていた

ことは，作者にとって本当に悲しいことだったと思う。それなのに，文句を言おうとする部下をな

だめていて，さらに「隣人にお礼はしよう」と思っている。私はこのようなことは絶対に出来ない

し，隣人に対してたくさん文句を言ってしまうと思う。作者は，自制心があって，本当に大人だな

あと思った。 

そんな作者も，庭に生えていた小さな松を見つけたら，思わず心が揺さぶられてしまった。荒れ

果てた庭の中でも「小松」という新しい命を発見し，自分が娘を亡くしたという事実を痛感し，思

わず悲しくなってしまったのだろう。隣人に対しては感情を抑えて落ち着いて対応していた作者

も，子供のことになると自分の気持ちを抑えられなくなってしまったのだろう。そばにいた妻と和

歌を詠み交わす場面は胸が熱くなった。 

この時代の人は自分の心がどうしようもなくなってしまうときは和歌を詠んで，そうやって心を

慰めていたのだろう。現代に生きる私とは違うなと思った。 
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